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どこに相談すればいい？どんなサービスが受けられるの？

福祉施設を紹介します
　｢言葉がなかなか増えない｣｢集団になじめない｣｢障害があるんだけど、どんなサービスが受けら
れるか知りたい｣など、子どもの成長のことやご自身の生活のことで悩んでいる方はいませんか。
　市では、このような悩みの相談や、療育、生活支援事業などさまざまな事業を｢北但広域療育
センター 風

ふぅ

」と｢ほおずき｣に委託しています。一人で悩まず、ぜひ、相談ください。

　北但広域療育センター 風は、専門的な人材により幼児期から一貫した療育指導、訓練を
提供するとともに保護者・家族への支援の充実、関係機関などとの連携を図り、総合的な
障害児（者）療育を提供する施設です。
　障害があっても住み慣れた地域で生活し、身近なところで必要な療育が受けられる地域
療育の中核的施設として、保育園、幼稚園、学校などの地域の機関との連携、支援および
交流を重視し、障害の相互理解・啓発活動の拡充、支援体制の基盤づくりを進めています。

児童デイサービス事業「すまいる」
　幼児から児童までの、
言葉や発達の遅れ、かた
よりなどの心配がある
子どもを対象に、療育訓
練（個別・グループ）を個
別支援プログラムに基
づき実施し、一人一人の子どもの特性に合わせた
子育ての方法を提案していきます。また、必要に応
じて理学療法士、心理士、言語聴覚士などの専門
スタッフによる各種訓練相談、医師による健康相
談、家庭訪問や学校との連携も行っています。

ひょうご発達障害者支援センター

クローバー豊岡ブランチ
　発達障害児（者）への相談支援・発達支援・
就労支援を行っています。本人、家族や関係
機関からの相談にも応じています。また、発
達障害についての研修・啓発も行っています。

〈問合せ〉☎ 37︲8006

障害者相談支援事業｢ぴあほくたん｣
　｢仕事をしたい｣｢いろんな制度やサービス
について知りたい」｢補装具のことを相談した
い｣など、障害のある方が地域で快適に暮ら
すための各種相談に応じます。本人や家族以
外にも、関係施設、園、学校などからの相談
にも対応し、必要に応じ、地域の関係機関と
も連携していきます。電話相談、来所面談だ
けでなく、自宅訪問も可能です。

豊岡市療育支援事業
　小学生を対象に、日常生活での活動の場を確保
し、生活に根付いた療育を提供しています。セン
ター内および各地域への出張療育も行っています。
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重症心身障害児（者）通園事業｢トゥモロー｣
　幼児から大人まで重症心身障害児（者）の日常動作や運動訓練、
入浴サービス、食事指導、代替コミュニケーション、医療相談、
感覚統合訓練など、個々に合わせた支援計画をもとに利用いた
だけます。
　また、必要に応じ、理学療法士、言語聴覚士がリハビリや摂
食指導も行っています。市内全域に、送迎を行っています。

風（ふぅ）発達クリニック
　子どもの発達や成長に悩みや不安を持つ保護者や
本人に対して発達専門の医師を配置し、診察、医学
的評価、および診断を行います。発達検査なども実
施しています。関係機関とも連携し、子どもの“育
ち”を支援していきます。まずは電話で相談ください。
◇診療科目　小児科、精神科、神経内科（北但広域

療育センター利用者のみ）
◇診療時間　午前診　午前９時30分〜午後０時30分
　　　　　　午後診　午後３時〜６時
※診察は原則、予約診療となります。
※診察は、保険診療になりますので、受診の際は保険

証、母子手帳をお持ちください。
※発達検査・心理検査・言語検査も保険診療で行います。
※一般の小児科では予防接種を受けにくい方を対象に、

予防接種等の予約も受け付けていますので、気軽に
電話ください。

〈診療日程〉
月 火 水 木 金

午前 ◎ ◎ ◎ △
第2以外 ◎

午後 ◎ ◎ ◎ △
第2のみ ◎

◎は小児科　△は精神科　土・日曜日は休診
　（予約＋一般）（要予約）
※月･水･木は発達検査日　☎ 37-8001

相談支援事業｢生活支援センターほおずき｣
　地域で暮らす心の病を持つ方たちが、より良い生活・自分の目標や夢に向
かって人生を豊かに過ごせるよう、相談を受け、本人や家族と一緒に考えて
いく場所です。関係機関・福祉サービス事業所などからの相談にも対応し、
必要に応じて連絡会議やサービス調整なども行っています。

◆利用についての問合せ◆
  ・北但広域療育センター 風　戸牧1029-11　  ☎22-8688　FAX22-8811
  ・ほおずき　戸牧1510-6　　　　　　　　　  ☎29-1717　FAX24-6061
  ・社会福祉課障害福祉係　　　　　　　　   　☎24-7033　FAX24-4516
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救命リレー！｢まちの救命ステーション｣が皆さんの命をつなぎます!! 第32回兵庫神鍋高原マラソン全国大会
4,785人が力走しました！

《
問
合
せ
》
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ハイタッチでランナーを応援 ドリンクエイド バナナのサービス

ニジマスの塩焼き 東日本大震災の復興を支援 バンザイコーナー
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《問合せ》健康増進課☎ 24-1127

救命リレー！｢まちの救命ステーション｣が皆さんの命をつなぎます!!

地域 事業所名 住　　所

豊岡

太陽ケーブルテック株式会社豊岡
工場 神美台38

フミオ工業株式会社 九日市上町817-14
今井歯科医院 城南町4-15
生活協同組合コープこうべコープ
デイズ豊岡 加広町7-32

きづき歯科医院 寿町1-31
あだち歯科クリニック 大手町8-5（αビル4F）
川嶋建設労働安全衛生協力会 香住15-1
JAたじま　本店営業部 立野町20-2
JAたじま　八条店 九日市中町115
JAたじま　三江支店 鎌田79-1
JAたじま　豊岡北支店 野田161-1
JAたじま　豊岡南支店 木内215
JAたじま　港支店 気比3570-23
JAたじま　ふれあい課 圡渕133-5
JAたじま　豊岡市東デイサービスセ
ンター 大篠岡962-2

JAたじま　ファーマーズマーケット・
たじまんま 八社宮490

福田歯科医院 大手町2-4
トヨオカ自動車工業株式会社 弥栄町1-51
㈱NTT西日本-兵庫 昭和町5-4
あぼ歯科医院 高屋968
但馬信用金庫　本店 中央町17-8
但馬信用金庫　大開支店 千代田町8-25
但馬信用金庫　豊岡南支店 弥栄町1-23
但馬信用金庫　豊岡北支店 上陰151-6
但馬信用金庫　豊岡西支店 正法寺599-1
医療法人社団　金下歯科医院 戸牧295-5
中村歯科クリニック 小田井町17-10
西日本旅客鉄道㈱豊岡駅 大手町3-2
健康増進施設　ウェルストーク豊岡 立野町6-30
白菱電気設備株式会社 中陰399-12

城崎
河原歯科医院 城崎町桃島1292-6
西日本旅客鉄道㈱城崎温泉駅 城崎町今津283-1

地域 事業所名 住　　所

城崎

特別養護老人ホーム楽 む々ら 城崎町楽々浦419-1
㈱兵庫農協共済事業社あさぎり荘 城崎町湯島876
JAたじま　城崎支店 城崎町湯島77-8
株式会社しののめ荘 城崎町湯島757
泉都観光株式会社 城崎町湯島540
株式会社おけしょう鮮魚 城崎町湯島132
但馬信用金庫　城崎支店 城崎町湯島278

竹野
JAたじま　竹野支店 竹野町竹野1510-1
社会福祉法人さいか　（楓の杜） 竹野町林600
但馬信用金庫　竹野支店 竹野町竹野1463-1

日高

JAたじま　日高支店 日高町宵田234-1
JAたじま　日高西支店 日高町十戸335-1
古田歯科医院 日高町国分寺400-10
ブルーリッジホテル 日高町栗栖野55
（社）兵庫県社会福祉事業団たじま
荘 日高町十戸455

但馬信用金庫　日高支店 日高町江原160-3
山科歯科医院 日高町国分寺878-8

出石

出石ケーブル株式会社 出石町日野辺1031
出石愛育園 出石町町分559-1
特別養護老人ホーム　出石愛の園 出石町福住1332
介護老人保健施設　出石愛の園 出石町福住1313
淀歯科診療所 出石町柳31
JAたじま　出石支店 出石町町分386-1
パナソニックエレクトロニクスデバイ
スジャパン株式会社 出石町田多地1

きんどう歯科医院 出石町田結庄91
但馬ティエスケイ株式会社　桐野
工場 出石町桐野1150

但馬ティエスケイ株式会社　百合
工場 出石町上村1582-2

但馬信用金庫　出石支店 出石町柳63-1

但東

JAたじま　但東支店 但東町出合108
但馬信用金庫　但東支店 但東町出合81-1
但馬信用金庫　中山支店 但東町中山552-4
株式会社シルク温泉やまびこ 但東町正法寺165

豊岡市まちの救命ステーション登録事業所一覧（64カ所・順不同）

【まちの救命ステーションの役割】



市
政
の
動
き

　

  

9
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

  

9
月
2
日
、
平
成
23
年
第
3
回

市
議
会
定
例
会
を
開
会
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
や

災
害
初
期
の
対
応
の
あ
り
方
等
を

報
告
し
た
後
、
当
面
す
る
市
政
の

諸
課
題
な
ら
び
に
提
出
議
案
の
主

な
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち

○
津
波
対
策　

　

津
波
想
定
の
見
直
し
を
県
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、
県
は
ま
ず

太
平
洋
側
の
見
直
し
を
行
う
方
針

で
す
。
そ
こ
で
、
市
は
、
現
在
の

想
定
津
波
高
の
2
倍
の
津
波
を
想

定
し
た
津
波
避
難
訓
練
を
行
い
、

避
難
場
所
・
経
路
・
時
間
等
を
検

証
し
ま
す
。

　

迅
速
な
避
難
の
た
め
に
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム・「
J︲ア
ラ
ー

ト
」に
城
崎
地
域
を
接
続
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
港
・
竹
野
地
区
に

加
え
、
城
崎
地
域
の
住
民
に
も
津

波
情
報
等
緊
急
情
報
を
防
災
行
政

無
線
か
ら
自
動
的
に
伝
達
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
市
立
高
橋
診
療
所
の
運
営

　

高
橋
診
療
所
は
、
指
定
管
理
方

式
で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
赤
字

経
営
が
続
い
て
い
る
こ
と
と
医
師

の
高
齢
化
を
理
由
に
、
運
営
を
市

に
移
管
し
て
ほ
し
い
旨
の
申
し
出

が
あ
り
、
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
用
の
見
直
し

　

豊
岡
病
院
ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、

天
候
不
良
時
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

補
完
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
同
病
院
の
救
急
医
の

増
員
が
図
ら
れ
た
た
め
、
ド
ク
タ

ー
カ
ー
を
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
併
用

運
行
し
、
運
行
時
間
も
午
前
6
時

か
ら
午
後
11
時
ま
で
に
延
長
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
は
出
動

し
て
い
な
い
市
街
地
等
で
も
運
行

し
、
ま
た
救
急
出
動
の
約
88
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
る
時
間
帯
を
カ
バ

ー
で
き
ま
す
。
併
用
運
行
は
10
月

上
旬
、
運
行
時
間
延
長
は
12
月
を

目
途
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち　

○「
円
山
川
下
流
域
及
び
周
辺
水

　

田
」エ
リ
ア
の

　
　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

　

登
録
に
必
要
な「
国
指
定
鳥
獣

保
護
区
及
び
特
別
保
護
地
区
の
設

定
」は
、
円
山
川
下
流
部
と
同
意

を
得
た
6
地
区
を
対
象
範
囲
と
し

て
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
来
年
6
月
、
ル
ー
マ

ニ
ア
で
開
催
さ
れ
る
第
11
回
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
締
約
国
会
議「
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約

コ
ッ
プ
イ
レ
ブ
ン

Ｃ
Ｏ
Ｐ
11
」で
の
登

録
を
目
指
し
ま
す
。

○「
ア
ジ
ア
湿
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

�

無む

錫し
ゃ
く

2
0
1
1
」へ
の
参
加

　

10
月
、中
国
で
開
催
さ
れ
る「
ア

ジ
ア
湿
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
無
錫

2
0
1
1
」で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
こ
で

も
、
湿
地
登
録
に
向
け
た
本
市
の

動
き
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
す
。

○
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

　

7
月
、
都
市
計
画
事
業
認
可
が

告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
但
行
政
事
務
組
合
で
は
、
今

後
も
任
意
交
渉
で
の
解
決
に
努
め

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
買
収
が
で
き

な
い
場
合
に
備
え
て
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
豊
岡
第
二
清
掃
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　

早
期
安
定
化

  

埋
立
て
を
終
了
し
た
最
終
処
分

場
で
す
が
、
施
設
廃
止
基
準
に
満

た
な
い
項
目
が
あ
り
、
現
在
ま
で
、

浸
出
水
の
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

水
質
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
の

複
数
の
対
策
工
法
の
案
が
あ
り
ま

す
が
、
事
前
調
査
や
解
析
を
行
い
、

実
効
性
と
経
済
性
に
優
れ
た
対
策

を
考
え
ま
す
。

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　

北
但
東
部
森
林
組
合
が
運
営
す

る
ペ
レ
ッ
ト
製
造
施
設
が
竣
工
し
、

豊
岡
産
ペ
レ
ッ
ト
の
供
給
体
制
が

整
い
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
個

人
向
け
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

補
助
金
制
度
を
導
入
し
、
学
校
へ

の
設
置
も
平
成
25
年
度
ま
で
に
完

了
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
道
路
照
明
の
L
E
D

化
、
公
共
施
設
の
節
電
型
蛍
光
灯

の
試
験
導
入
、
農
業
用
揚
水
機
へ

の
太
陽
光
発
電
装
置
の
試
験
設
置

等
も
実
施
し
ま
す
。

○
下
水
道
施
設
の
統
廃
合

　

将
来
の
市
民
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
54
処
理
区
を
25
に
す
る
統

廃
合
計
画
を
進
め
、
合
わ
せ
て

長
寿
命
化
対
策
を
行
う
予
定
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
処
理
施
設
の
あ
る

地
元
や
区
長
会
、
総
合
支
所
単
位

で
説
明
会
を
開
催
し
、
お
お
む
ね

理
解
を
得
ま
し
た
。
西
気
と
清
滝

は
今
年
度
内
に
統
合
、
供
用
予
定

で
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　

高
め
る
ま
ち

○
但
東
北
部
温
泉
の
泉
源

　
「
た
ん
た
ん
温
泉
福
寿
の
湯
」は
、

資
母
地
区
活
性
化
の
中
心
施
設
で

す
が
、
温
泉
湧
出
量
が
低
下
し
、

近
く
の
湧
水
を
加
水
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
た
に
低
深
度
泉
源

井
戸
を
掘
削
し
、
温
泉
の
安
定
供

給
を
図
り
ま
す
。

○
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
策
定

　
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
策
定
委
員
会
」か
ら
報
告
さ
れ

た
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

素
案
を
踏
ま
え
、
8
月
3
日
付
け

で
市
の
計
画
と
し
ま
し
た
。

○
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
和
田
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
鹿
道
路

　

和
田
山
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら

八
鹿
氷
ノ
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま

で
の
工
事
が
遅
れ
、
供
用
開
始
は

来
年
11
月
ご
ろ
に
な
る
予
定
で
す
。

　

し
か
し
、
豊
岡
南
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
ま
で
の
工
事
着
手
に
影
響

は
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

○
魅
力
あ
る
景
観
形
成
の
取
組
み

　

豊
岡
の
景
観
の
価
値
を
再
認
識

し
、
景
観
行
政
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、「
と
よ
お
か
景
観
フ
ォ
ー

ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
景
観
計
画
や
景
観
条
例

は
、
今
年
度
中
の
策
定
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
直
行
便

　

全
日
本
空
輸
か
ら
は
路
線
開
設

の
前
向
き
な
回
答
は
得
ら
れ
て
い
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※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。

を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
返
還
さ
れ
な
い
方
が

あ
り
、
補
助
金
返
還
請
求
の
訴
え

を
提
起
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
八
代
集
落
協
定
の
代
表

者
が
市
に
対
し
補
助
金
返
還
命
令

取
消
請
求
を
求
め
て
提
訴
さ
れ
た

た
め
、
市
は
応
訴
し
て
い
ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

○「
幼
稚
園
・
保
育
所
の
あ
り
方

　
　
　

計
画
」の
事
業
進
捗
状
況

　
「（
仮
称
）三
方
認
定
こ
ど
も
園
」

お
よ
び「（
仮
称
）西
気
・
清
滝
認

定
こ
ど
も
園
」は
、
関
係
法
人
の

理
解
が
得
ら
れ
ず
、
来
年
度
開
園

は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

寺
坂
幼
稚
園
と
出
石
幼
稚
園
の

再
編
は
、
地
区
民
の
反
対
が
強
く
、

園
児
募
集
時
期
の
10
月
ま
で
に
来

年
度
再
編
に
対
す
る
最
終
判
断
を

し
ま
す
。

　

ま
た
、
五
荘
幼
稚
園
・
奈
佐
幼

稚
園
の
再
編
は
奈
佐
地
区
の
了
解

が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
両

地
区
合
同
で
検
討
を
進
め
ま
す
。

○
南
極
地
域
観
測
隊
関
連
事
業

　

第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
へ
職

員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
元
観
測
隊
員
の
講
演

会
を
予
定
し
、
来
年
度
以
降
は
、

同
講
演
会
に
加
え
、
南
極
に
い
る

市
職
員
が
豊
岡
と
テ
レ
ビ
電
話
で

交
信
す
る
小
・
中
学
生
向
け
の
南

極
授
業
や
、
帰
国
後
は
、
南
極
に

関
す
る
同
職
員
に
よ
る
出
前
講
座

を
小
・
中
学
校
や
公
民
館
で
行
う

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
南
極

で
調
査
や
実
験
を
し
て
ほ
し
い
内

容
等
を
募
集
し
、
派
遣
職
員
が
南

極
授
業
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

報
告
す
る
予
定
で
す
。

○
高
等
学
校
通
学
区
域
再
編
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
の
対
応

　

県
高
等
学
校
通
学
区
域
検
討
委

員
会
か
ら
、
県
立
高
等
学
校
普
通

科
の
但
馬
1
学
区
の
通
学
区
域
と

複
数
志
願
選
抜
制
度
の
導
入
の
考

え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
、
但
馬
教
育
委
員
会
連
合
会

な
ど
は
、
そ
れ
に
反
対
し
、
現
行

ど
お
り
の
但
馬
2
学
区
、
連
携
校

方
式
の
堅
持
を
求
め
て
い
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

○「
い
の
ち
へ
の
共
感
に
満
ち
た

　
　

ま
ち
づ
く
り
条
例
」の
制
定

　

こ
の
条
例
案
は
、「
い
の
ち
へ
の

共
感
」を
豊
岡
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
礎
に
置
く
べ
き
基
本
理
念
と
し

て
定
め
る
と
と
も
に
、
い
の
ち
へ

の
共
感
を
広
げ
て
い
く
た
め
の
具

体
的
戦
略
を
定
め
る
も
の
で
す
。

「
命
は
限
ら
れ
て
い
る
」「
命
は
つ

な
が
っ
て
い
る
」「
命
は
支
え
あ
っ

て
い
る
」と
い
う
三
つ
の
基
本
視

点
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
情
報
戦
略

　

7
月
に
3
回
目
の「
豊
岡
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
」を
東
京
で
開
催
し

ま
し
た
。
首
都
圏
の
マ
ス
コ
ミ

関
係
者
や
旅
行
会
社
の
参
加
者
は
、

年
々
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
に
は
、「
豊
岡
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
」を
開
催
し
、
実
際
に
見

て
体
感
し
た
豊
岡
を
記
事
に
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

7
月
8
日
に
は
、
ア
ン
テ
ナ

シ
ョッ
プ「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
恵
み　

豊

岡
」を
東
京
の
J
R
有
楽
町
駅
前

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。　

　

7
月
15
日
か
ら
1
カ
月
間
、ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト「
美
人
時
計
」を
利
用
し

た
城
崎
温
泉
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
に
は
三
省
堂
の
文

庫
本
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
と
し
お
り
で

豊
岡
を
発
信
し
ま
す
。

○
新
庁
舎
建
設
事
業

　

現
在
、
敷
地
内
で
は
液
状
化
対

策
と
し
て
、
地
盤
改
良
工
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
本
庁
舎
は
、
内
装
や

外
部
建
屋
を
解
体
し
、
調
査
を
行

い
、
補
修
工
事
を
し
て
い
ま
す
。

現
本
庁
舎
の
曳ひ

き

家や

工
事
の
時
期
は

調
整
中
で
す
。

○
道
路
照
明
の
地
元
移
譲

　

城
崎
地
域
の
道
路
照
明
は
、
新

市
の
基
準
で
は
大
半
が
防
犯
灯
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
防

犯
灯
は
、
集
落
間
に
設
置
以
外
は
、

地
元
で
所
有
し
、
維
持
管
理
を
し

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
必
要
な
修
繕
等
を
行

っ
た
上
で
、
来
年
度
か
ら
地
元
に

維
持
管
理
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
基
幹
情
報
シ
ス
テ
ム
再
構
築

　

オ
ー
プ
ン
系
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
基
幹
情
報
シ
ス
テ
ム

の
再
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
、来
年
度
で
21
業
務
の
再

構
築
を
行
う
こ
と
と
し
、現
在
デ

ー
タ
の
移
行
作
業
を
行
って
い
ま
す
。

　

現
在
の
よ
う
に
ホ
ス
ト
コ
ン
ピュー

タ
を
使
用
し
続
け
る
場
合
と
比
較

す
る
と
、今
年
度
か
ら
平
成
34
年

度
ま
で
で
約
11
億
5
7
0
0
万
円

の
経
費
削
減
に
な
る
見
通
し
で
す
。

○
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

　

中
心
市
で
あ
る
本
市
と
但
馬
の

2
市
2
町
が
1
対
1
で
個
別
に
協

定
を
締
結
す
る
も
の
で
、
9
月
の

締
結
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

重
点
事
項
の
周
産
期
医
療
体
制
が

検
討
中
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

12
月
締
結
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
せ
ん
が
、「
地
域
主
体
の
新
規
路

線
開
設
枠
」募
集
は
継
続
さ
れ
て

い
る
た
め
、
引
続
き
要
請
し
て
い

き
ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
利
用

状
況
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

が
あ
り
ま
す
が
、
利
用
率
70
パ
ー

セ
ン
ト
を
目
指
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
10
月
30
日
か
ら
、
夕
方

便
が
約
1
時
間
半
繰
り
上
げ
ら
れ

ま
す
。市
は
、運
航
会
社
に
、
ダ
イ

ヤ
変
更
は
事
前
に
地
元
と
協
議
・

調
整
す
る
こ
と
、
来
年
上
期
以
降

の
ダ
イ
ヤ
は
現
行
ダ
イ
ヤ
を
堅
持

す
る
こ
と
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

○
バ
ス
交
通
対
策
の
取
組
み

　

10
月
か
ら
の
全
但
バ
ス
神
鍋
線

「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」実
証
実
験

に
向
け
て
、
9
月
に
地
元
推
進
組

織
を
立
ち
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
主
体
で
運
行
す
る

「
チ
ク
タ
ク
ひ
ぼ
こ
」の
実
証
運

行
が
7
月
に
始
ま
り
ま
し
た
。「
チ

ク
タ
ク
」は
、
出
石
町
奥
山
、
但

東
町
資
母
地
域
と
合
わ
せ
て
3
地

域
と
な
り
、
い
ず
れ
も
好
評
で
す
。

○「
八
代
集
落
協
定
」中
山
間
地
域

　
　
　

等
直
接
支
払
補
助
金
返
還

　

第
2
期
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
事
業
で
、「
八
代
集
落
協

定
」の
一
部
で
協
定
違
反
が
あ
り
、

市
は
関
係
者
に
補
助
金
返
還
命
令
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運航ダイヤ

発着時間は、天候その他やむを得ない理由により変更される場合があります。搭乗前に確認ください。
☆2321便・2322便は、平成24年１月10日～２月29日の間は土・日曜日、祝日のみの運航です。

東京
（羽田） 大阪（伊丹） 但馬

出発 便名 到着

乗
継

出発 便名 到着

 7：30 JAL
103  8：40  9：20 JAC

2321☆ 10：00

13：30 JAL
119 14：40 15：25 JAC

2323 16：05

但馬 大阪（伊丹） 東京
（羽田）

出発 便名 到着

乗
継

出発 便名 到着

10：25 JAC
2322☆ 11：00 11：30 JAL

114 12：40

16：30 JAC
2324 17：05 17：25 JAL

128 18：35

10
月
30
日
か
ら

運
航
ダ
イ
ヤ
が
変
わ
り
ま
す
！

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
を
利
用
の
皆
さ
ん
へ

　コウノトリ但馬空港便の運航ダイヤが、10月30日（日）から変更されます。
　また、市では、東京直行便の実現に向けて｢ターゲット７

ナナ

０
マル

｣と題したコウノ
トリ但馬空港の利用率（搭乗率）を70パーセントにする取組みを展開しています。
　皆さん、早くて快適なコウノトリ但馬空港を、ぜひ、利用ください。

《問合せ》都市整備課交通政策係☎23-1712

展開中！！
～但馬⇔大阪（伊丹）便搭乗率70%を目指して～

コウノトリ但馬空港発　大阪・神戸の旅！ 発売中
！

12月1
6日（金

）まで

但馬空港に就航するＳ
サ ー ブ

ＡＡＢ機も順次「鶴丸」ロゴに！（イラスト）

便利

快適
お得

　　　　　　　　《問合せ》
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
り
に
く
く
な
っ
た
り
、
か
か
っ

て
も
重
症
に
な
る
こ
と
を
防
止
す

る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

市
で
は
高
齢
者
を
対
象
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し

ま
す
。

▽
対
象

・
65
歳
以
上
の
市

民
で
接
種
を
希

望
の
方

・
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
市
民
で
、
心
臓
・
腎
臓

ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
の
障
害

な
ど
で
日
常
生
活
が
極
度
に
制

限
さ
れ
る
方
、
お
よ
び
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫

機
能
に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生

活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
方

▽
接
種
期
間　

10
月
１
日（
土
）〜  

平
成
24
年
１
月
31
日（
火
）

▽
接
種
回
数

　

１
回

▽
自
己
負
担　

1
3
0
0
円  

（
市
民
税
非
課

税
世
帯
・
生

活
保
護
受
給

者
は
無
料
）

▽
申
込
み　

市

内
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種

協
力
医
療
機

関
に
直
接
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
接
種
に
必
要
な
も
の　

健
康
保

険
証
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
・

生
活
保
護
受
給
者
は
印
鑑（
料

金
免
除
同
意
書
記
入
の
際
に
必

要
）

※
接
種
に
必
要
な
予
診
票
・
同

意
書
は
市
内
の
協
力
医
療
機
関
、

健
康
増
進
課
、
お
よ
び
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
に
置
い
て
い

ま
す
。

※
長
期
入
院
中
ま
た
は
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
、

市
外
で
の
接

種
を
希
望
の

方
は
、
健
康

増
進
課
ま
た

は
各
総
合
支

所
市
民
福
祉

課
で
事
前
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
保
健
医

療
政
策
係
☎
24
－
1
1
2
7

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す

＜市内高齢者インフルエンザ予防接種協力医療機関＞※病院･診療所別・地域別医療機関名50音順
 市外局番（0796）■病院

医 療 機 関 名 住　　所 電話番号
公立豊岡病院 戸牧1094 22-6111
公立日高医療センター 日高町岩中81 42-1611
公立出石医療センター 出石町福住1300 52-2555
※公立豊岡病院は継続治療中の方のみ予約可能

■診療所
医療機関名（豊岡） 住　　所 電話番号

あかまつ小児科 九日市下町119 22-0700
いがらし医院 城南町5-11 29-2766
浮田整形外科医院 若松町7-5 29-0017
江本内科クリニック 江本503 29-0333
大井医院 城南町8-12 24-1001
小幡内科医院 中陰376-22 24-2511
金子医院 泉町4-11 22-2676
きょうこ内科クリニック 寿町2-36 24-7772
クリニック冨江 若松町5-38 22-3100
さくらクリニック 弥栄町1-32 23-8668
しば耳鼻咽喉科医院 戸牧299-8 29-0115
しらゆり診療所 小田井町17-7 24-7201
田中クリニック 正法寺631 29-3100
中治内科クリニック 京町5-43 24-1890
中島医院 高屋1054 24-9500
中田医院 瀬戸77-20 28-2016
風発達クリニック 戸牧1029-11 37-8001
舟木外科胃腸医院 泉町7-30 23-2031
舟木内科医院 京町3-21 22-3538
モリヤマ診療所 桜町11-7 23-5100
やすだ内科クリニック 戸牧37-5 22-1159
由利医院 大磯町9-53 22-2382
吉田クリニック 圡渕133-1 26-8188
ろっぽう診療所 今森465-1 24-7007

医療機関名（城崎） 住　　所 電話番号
浅見医院 城崎町湯島349-1 32-2610
藤本医院 城崎町来日128-7 32-3181

医療機関名（竹野） 住　　所 電話番号
内山医院 竹野町竹野344 47-0010
賀嶋医院 竹野町竹野2510 47-0005
森本診療所 竹野町森本513-1 48-0001

医療機関名（但東） 住　　所 電話番号
合橋診療所 但東町出合76 54-0011
資母診療所 但東町中山788 56-0303
高橋診療所 但東町久畑126 55-0036

医療機関名（出石） 住　　所 電話番号
中沢医院 出石町本町66 52-5803
平位医院 出石町福住383-7 52-0511
藤原医院 出石町松枝105 52-2301
由良内科クリニック 出石町八木36 52-2006
和田内科クリニック 出石町町分131-3 53-2788

医療機関名（日高） 住　　所 電話番号
尾松内科クリニック 日高町上石230-2 42-0885
北見医院 日高町松岡347-1 42-5300
北村内科 日高町日置29 42-3110
谷垣医院 日高町伊府660 44-0010
つるさこ耳鼻咽喉科 日高町土居170-1 42-5800
野田消化器科クリニック 日高町岩中212-1 42-1022
長谷川クリニック 日高町国分寺400-13 42-3955
神鍋診療所 日高町栗栖野60-34 45-0003
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番号 不-03 地目 田 地積 1,332
所在/地番 新堂字畑中216番1
見積価格 1,600,000円
公売保証金   200,000円

番号 不-01 地目 田 地積 3,018
所在/地番 栄町字駕下1022番
見積価格 4,100,000円
公売保証金  450,000円

番号 不-04 地目 田 地積 810
所在/地番 中谷字江川265番地
見積価格 1,100,000円
公売保証金   150,000円

番号 不-06 地目 田 地積 960
所在/地番 竹野町松本41番1
見積価格 900,000円
公売保証金   100,000円

番号 不-07 地目 田 地積 1,302
所在/地番 日高町野々庄字スヘナシ908番
見積価格 10,900,000円
公売保証金   1,100,000円

番号 不-05 地目 田 地積 271
所在/地番 三宅字小林954番地
見積価格 650,000円
公売保証金   100,000円

番号 不-08 地目 田 地積 1,199
所在/地番 日高町奈佐路字縄手649番1
見積価格 2,200,000円
公売保証金 250,000円

番号 不-09 地目 田 地積 82
所在/地番 日高町祢布サヲリ1057番2
見積価格 2,100,000円
公売保証金 250,000円

番号 不-10 地目 田 地積 976
所在/地番 日高町鶴岡字二ツ橋137番1
見積価格 7,400,000円
公売保証金 750,000円

集特地農
■公売期日　12月2日（金）
■入札時間　午後２時30分～
■入札会場　豊岡市民プラザ　市民活

動室
■そ　の　他　・これら物件の入札に参

加する際は、農業委員
会発行の買受適格証明
書が必要です。

　　　　　　・地積の単位は㎡です。
　　　　　　・詳細は、問い合わせく

ださい。

滞納処分で差し押さえた
これらの物件を公売します。
ぜひ、参加ください!!

《問合せ》税務課収税係☎23-1118

平成23年度
税収確保重点期間

不動産を公売します

　市では、税の公平性と自主
財源の確保を図るため、７～９
月を「税収確保重点期間」と
定め、市税の滞納があり、納
付や納税の相談もない方に対
し、差し押さえなどの滞納処分
を実施しました。
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10
月
1
日
か
ら
新
し
い
子
ど
も

手
当
制
度
に
変
わ
る
た
め
、
支
給

金
額
や
子
ど
も
の
国
内
居
住
な
ど
、

支
給
要
件
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
受
給
中
の
子

ど
も
手
当
は
、
9
月

30
日
で
全
て
の
方
の

受
給
権
が
消
滅
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今

ま
で
子
ど
も
手
当
を

受
け
て
い
た
方
を
含
め
、
全
支
給

対
象
者
は
、
改
め
て「
新
規
請
求

書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。
申
請

期
限（
平
成
24
年
3
月
31
日
）ま
で

に
提
出
す
れ
ば
、
10
月
分
か
ら
さ

か
の
ぼ
っ
て
受
給
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
制
限
は
、
平
成

24
年
6
月
か
ら
実
施
の
予
定
で
す
。

詳
細
が
分
か
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▽
支
給
期
間　

10
月

分
〜
平
成
24
年
3

月
分

▽
対
象　

0
歳
〜

中
学
3
年
生
ま
で

（
15
歳
到
達
後
最
初
の
3
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も
）

▽
支
給
月
額

※
た
だ
し
、
施
設
入
所
者
は
全
員

第
1
子
と
み
な
し
ま
す
。

▽
支
払
時
期　

10
月
〜
1
月
分
は

平
成
24
年
2
月
に
、
2
〜
3
月

分
は
平
成
24
年
6
月
に
支
払
わ

れ
ま
す
。

▽
所
得
制
限　

な
し

▽
変
更
さ
れ
た
支
給
要
件

①
子
ど
も
の
住
所
が
国
内
に
あ
る

こ
と（
留
学
中
は
可
）

②
離
婚
協
議
中
の
別
居
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る

方
が
優
先
的
に
受
給
で
き
る

③
里
親
が
受
給
で
き
る

④
子
ど
も
が
児
童
養
護

施
設
な
ど
に
入
所
中

の
と
き
は
、
施
設
設

置
者
が
受
給
で
き
る

⑤
未
成
年
後
見
人
や
父
母
指
定
者

が
、
子
ど
も
を
監
護
し
生
計
が

同
一
で
あ
れ
ば
受
給
で
き
る

▽
申
請　

申
請
が
必
要
な
世
帯
に

は
、
10
月
中
に
請
求
書
な
ど
を

郵
送
す
る
予
定
で
す
。

　
　

公
務
員
は
勤
務
先
で
手
続
き

く
だ
さ
い
。
父
母
の
ど
ち
ら
か

が
公
務
員
の
場
合
は
、
二
重
受

給
に
な
ら
な
い
よ
う
に
必
ず
職

場
で
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
間　

10
月
1
日
〜
平
成

24
年
3
月
31
日

《
問
合
せ
》
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5

※
9
月
分
ま
で
の
子
ど
も
手
当

は
10
月
14
日（
金
）に
振
り
込

み
ま
す
。

10
月
1
日
か
ら

子
ど
も
手
当
制
度
が
変
わ
り
ま
す
!!

◆
固
定
資
産
に
異
動
が
あ
っ
た

場
合
は
申
し
出
く
だ
さ
い

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1

日
に
、
固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
）を
所
有
し
て
い
る
方

が
そ
の
所
在
す
る
市
町
村
に
納
め

る
税
金
で
す
。

　

平
成
23
年
中
に
、
次
の
よ
う
な

異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
申

し
出
く
だ
さ
い
。

①
家
屋
の
取
り
壊
し

②
家
屋
の
用
途
変
更（
例
…
専
用

住
宅
・
併
用
住
宅

⇔

工
場
・
事

務
所
）

③
登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋
の
所

有
者
の
変
更

④
土
地
の
利
用
状
況
の
変
更（
例

…
農
地
を
埋
め
立
て
て
駐
車
場

や
資
材
置
場
に
し
た
）

⑤
そ
の
他
、
今
年
4
月
に
送
付
し

た「
課
税
明
細
書
」の
内
容
と
比

べ
て
変
更
が
生
じ
た　

な
ど

※
登
記
が
完
了
し
た
場
合
の
異
動

の
申
し
出
は
不
要
で
す
。

※
異
動
内
容
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
反
映
さ
れ
ま
す
。

◆
償
却
資
産
の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
!

　

平
成
23
年
度
の
申
告
が
ま
だ
の

方
は
、
至
急
申
告
く
だ
さ
い
!

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
、
個

人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
が
、

そ
の
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て
い

る
資
産（
構
築
物
、
機
械
お
よ
び

装
置
、
工
具
・
器
具
お
よ
び
備
品

な
ど
）で
す
。

　

市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在

の
所
有
状
況
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※
償
却
資
産
は
、
耐
用
年
数
を
経

過
し
た
資
産
で
も
、
そ
の
事
業

の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
限
り
、

毎
年
申
告
が
必
要
で
す
。

　
　

ま
た
、
資
産
の
異
動
が
な
い

場
合
も
毎
年
申
告
が
必
要
で
す
。

※
平
成
23
年
1
月
2
日
以
降
に
新

た
に
該
当
資
産
を
取
得
し
た
方

は
、
平
成
24
年
度
分
か
ら
申
告

く
だ
さ
い
。

〜
駐
車
場
や
共
同
住
宅
な
ど
の
不
動

産
賃
貸
業
を
営
ん
で
い
る
方
へ
〜

　

次
の
よ
う
な
事
業
用
資
産（
た

だ
し
、
家
屋
の
評
価
に
含
ま
れ
な

い
も
の
）を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

申
告
が
必
要
で
す
。

・
駐
車
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、

フ
ェ
ン
ス
、
側
溝
、
受
変
電
設

備
、
外
灯（
屋
外
配
線
）、
集
合

郵
便
受
け
、
家
具
付
マ
ン
シ
ョ

ン
に
お
け
る
備
品　

《
問
合
せ
》
税
務
課
資
産
税
係

　

☎
21
－
9
0
4
6
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

第１子 第２子 第３子以降

３歳未満 15,000円 15,000円 15,000円

３歳〜
小学６年生 10,000円 10,000円 15,000円

中学生 10,000円 10,000円 10,000円
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やってみよう！感じてみよう！歩キング！

　市では、歩くことによる健康づくりを「歩キング」と名付け、推進しています。歩キングに関連した健康
情報や取組みを１２回シリーズでお届けしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　《問合せ》健康増進課☎24-1127

歩
ある

キングで健康づくり！⑥

～歩キング体操（前半）～

“歩く”ムードづくりのため、地域や
学校、職場などで放送いただけると
ころや各団体・グループで体操実
施などの希望があれば、ＣＤも配布
しているぞ！

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん
豊岡市マスコット

オーちゃん
豊岡市マスコット

　「歩キング」普及のためのテーマソング｢Let’ｓ歩キング｣は、歩くムードを高め、聞いたら歩き出したく
なるような曲です。
　ここでは、｢Let’ｓ歩キング｣に合わせた体操を紹介します。体操は曲に合わせ①～⑯のパーツに分か
れており、楽しく有酸素運動ができます（今回は前半の①～⑧の部分。後半は次回に紹介します）。
※｢Let’ｓ歩キング｣は市ホームページで試聴できます。

玄さん
豊岡市マスコット

①気を付けよう！気を付けよう！
　食べすぎ、飲みすぎ、つまみ食い

手は斜め下
に開く。
足はかかと
タッチ。

足を閉じ、
手を胸に。

右・左
１回ずつ

②おなかいっぱい　食べちゃ
　ベルトが苦しそうだよ！

足を出した方向に
体をひねる。

右・左
１回ずつ

③気を付けよう！気を付けよう！
　夜食に、お菓子、甘いジュース

④食べて　ごろごろしてちゃ
　元気になれないよ

⑤だから、歩キング

⑥みんなで歩けば
　楽しくなって

⑦心も軽く　笑顔に ⑧さあ　今日から　始めよう
　君も

手は真横に開く。
足はかかとタッチ。

足を閉じ、
手を胸に。

右・左
１回ずつ 右・左

１回ずつ

足 を 一 歩 大
き く 踏 み 出
し 、 手 は 前
へ押し出す。

足踏み。 8回

右・左
１回ずつ

4回

脇をたたく。

足を横へ１歩出し、
腕は大きく外回し。

小さくしゃがんで
大きく伸びる。
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食で健康づくりを応援①

次世代へ伝えよう！ふるさとの味
“とよおかこころの元気あっぷフェスタ２０１１”の栄養コーナーで紹介した郷土料理と
食育コラムを４回シリーズでお伝えします。          《問合せ》健康増進課☎24-1127

　核家族化の進行やライフスタイルの変化で、家族みんなが
食卓を囲む機会が少なくなってきています。同時に、昔から
伝わる郷土料理も伝承しにくくなってきています。豊岡市
いずみ会の協力のもと、「次世代に伝えたいふるさとの味」を
テーマに郷土料理を展示しました。

◎ とよおかこころの元気あっぷフェスタ2011では

▲豊岡市いずみ会の皆さん

◎ ソラ豆のすりやき 作り方
①　かたくり粉を分量の水で溶き、火にかけ、透

明になるまで練り上げる。
②　Ａを混ぜ合わせ、その中に①を入れ、耳たぶ
くらいの硬さによくこねる。

③　②の生地を10等分（40～50ｇ）にし、あん（30
ｇ）を包む。

④　蒸し器にぬれふきんを敷き、沸騰した中に③
を並べ入れ、15分間蒸す。

⑤　④をミョウガの葉で包み、中火に熱したフライ
パンで、焦げ目がつくくらいまで両面焼く。

　昔の農村のくず米活用法から始まった｢すり
やき｣は、子どもたちへの夏のおやつです。ミョ
ウガの葉の香りと色を上手に取り入れた郷土
料理でもあり、所によって地域の行事食として
今も大切に作られています。

＜ソラ豆あんの作り方＞
①　ソラ豆（乾：２５０ｇ）を一晩水につけ、圧力鍋でや
わらかくゆでて皮を取り除き、ざるでこす。こした
ものを布袋に入れて絞る。

②　①に砂糖（２００ｇ）を加え煮詰め、塩を少々加える。

◎ 但馬のふるさとの味を紹介します

とち餅・そば・いがいご飯・けんちゃ・いかめし・じんば（海藻）の白和え・じゃう（魚の鍋料理）・うどのきん
ぴら・さしみこんにゃく・名月めし・ニジマスの南蛮漬け・やたら・たてり（ミョウガ）の酢みそ和えなど

郷土料理とは・・・
　地域特有の産物を使い、地域独自の調理方法で作られた
地域固有の料理です。郷土料理を次の世代に伝えることで、
子どもたちは食への関心を深め、郷土の良さを知り、子ど
もたちの将来の健康を守ることにつながります。

他にも但馬には、次世代へ
伝えたい懐かしいふるさとの
味がたくさんあります。あなた
の地域に伝わる郷土料理を
思い出して作ってみよう！

＜包み方＞

笑顔あふれる健康マイレージ

健康ポイント制度
市民健康相談でミニ講話実施中

※　料理の一例

材料（１０個分）
　　だんごの粉　　150ｇ
Ａ　小麦粉　　　　150ｇ
　　砂糖　　　　　15ｇ
　
○　かたくり粉　　10ｇ
○　水　　　　　　200ｃｃ
○　あん（ソラ豆）　300ｇ
○　ミョウガの葉　20枚

｛

８月から運用を開始しています
⇒申込みはお済みですか？

参加者申込み受付中！
10月の実施会場：豊岡（17日）、竹野（11日）、出石（13日）
※詳細は、9月10日号の保健行事のページに掲載

10月の講話テーマ

「無理なくできる膝痛・腰痛予防体操」

10：30から
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老
齢
年
金
な
ど
に
は
、
所
得
税

法
上
、「
雑
所
得
」と
し
て
所
得
税

が
か
か
り
ま
す（
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
に
は
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
）。
年
金
額
が
1
5
8
万
円（
65

歳
未
満
の
方
は
1
0
8
万
円
）以

上
の
方
の
所
得
税
は
、
受
け
取
る

年
金
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
税
の
扶
養
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
毎
年
10
月
下
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養

親
族
等
申
告
書（
は
が
き
）」に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
期
限
内
に

返
送
く
だ
さ
い
。
は
が
き
を
提
出

し
な
い
と
、
控
除
申
告
が
な
い
も

の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
提
出
く
だ
さ
い
。

Q　

ど
の
よ
う
な
方
に
届
き
ま
す

か
。

A　

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給

事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
て

い
る
方
の
う
ち
、
受
け
取
っ

て
い
る
年
金
額
が
65
歳
未
満
で

1
0
8
万
円
以
上
、
65
歳
以
上

で
1
5
8
万
円
以
上
あ
る
方
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

※
退
職
共
済
年
金
の
受
給
者
で

あ
っ
て
、
老
齢
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
て
い
る
方
の
場
合
は
、

退
職
共
済
年
金
の
年
金
額
が

80
万
円
以
上
の
方
で
す
。

Q　

扶
養
親
族
等
が
い
な
い
場
合

も
提
出

す
る
必

要
が
あ

り
ま
す

か
。

A　

必
要
あ
り
ま
す
。
当
該
申
告

書
を
提
出
し
な
い
と
自
身
の
基

礎
控
除
等
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
控
除
を
受
け
る
た

め
に
必
ず
提
出
く
だ
さ
い
。

Q　

な
ぜ
提
出
す
る
の
で
す
か
。

A　

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給

事
由
と
す
る
年
金
は
、
雑
所
得

と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
と

さ
れ
て
お
り
、
年
金
の
支
払
者

で
あ
る
日
本
年
金
機
構
は
、
年

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
く
だ
さ
い
。

●
10
月
8
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
10
月
3
日（
月
）・
11
日（
火
）・

17
日（
月
）・
24
日（
月
）・
31
日

（
月
）は
、

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22
－
0
9
4
8

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

金
の
支
払
い
の
際
に
は
、
所
得

税
を
源
泉
徴
収
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
源
泉

徴
収
す
る
際
に
は
、
各
種
の
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
控
除
額
算
出
の
た
め
の
提

出
で
す
。

Q　

対
象
と
な
る
よ
う
で
す
が
届

き
ま
せ
ん（
ま
た
は
紛
失
し
た
）。

A　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」（
下

記
参
照
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

Q　

提
出
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で

す
か
。

A　

提
出
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
場
合
で
も
、
速
や
か
に
提
出

く
だ
さ
い
。

　
　

こ
の
申
告
書
を
提
出
し
な
い

と
、
基
礎
控
除

や
扶
養
控
除
な

ど
の
控
除
が
受

け
ら
れ
ず
、
提

出
し
た
場
合
と

比
べ
て
多
く
の
所
得
税
が
源
泉

徴
収
さ
れ
ま
す
。

Q　

厚
生
年
金
保
険
と
共
済
組

合
か
ら
、
老
齢
ま
た
は
退
職
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
そ
れ

ぞ
れ
受
給
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

申
告
書
が
2
枚
届
い
た
の
で
す

が
、
2
枚
と
も
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

A　

そ
れ
ぞ
れ
の
年

金
に
係
る
申
告
書

を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
配
偶
者
ま
た
は
扶
養

親
族
に
係
る
控
除
お
よ
び
受
給

者
本
人
に
係
る
障
害
者
控
除
等

の
各
種
控
除
に
つ
い
て
、
二
重

に
控
除
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
申
告
し

よ
う
と
す
る
扶
養
親
族
等
に
関

す
る
内
容（
内
訳
）に
つ
い
て
は
、

ど
ち
ら
か
1
枚
の
申
告
書
に
の

み
記
入
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
申
告
書
が
2
枚
以
上

送
付
さ
れ
た
方
は
、
後
日
、
確

定
申
告
に
よ
り
税
の
精
算
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Q　

前
年（
平
成
23
年
分
）の
申
告

書
の
申
告
内
容
か
ら
変
更
が
あ

る
場
合
、
変
更
が
あ
る
項
目
だ

け
を
記
入
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

A　

変
更
が
あ
る
項
目
だ
け
で
は

な
く
、
全
て
の
項
目
を
記
入
く

だ
さ
い
。

※
不
明
な
点
は
豊
岡
年
金
事
務
所

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〜
年
金
受
給
中
の
方
へ
〜

　

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

扶
養
親
族
等
申
告
書
に
関
し
て

よ
く
あ
る
質
問
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加
藤
美
代
三
作
品
の
魅
力
が
ど

こ
か
ら
来
る
か
と
い
え
ば
、
絵
に

対
す
る
ひ
た
む
き
さ
と
真し

ん

摯し

さ

か
ら
で
あ
る
。
80
年
以
上
に
及
び
、

さ
ら
に
ま
だ
続
く
画
業
の
中
で
画

風
に
変
遷
は
あ
る
が
、
1
本
筋
の

通
っ
た
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

最
初
期
の
京
都
市
立
絵
画
専
門

学
校（
現
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
）

の
卒
業
制
作
︽
風
景
︾（
京
都
市

立
芸
術
大
学
蔵
）や
京
都
市
美
術

展
出
品
作
︽
渓
流
︾（
豊
岡
市
蔵
）

に
は
若
さ
ゆ
え
の
み
ず
み
ず
し
さ

も
あ
る
が
、
す
で
に
あ
る
画
境
へ

の
到
達
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
の
後

の
作
品
に
も
通
底
す
る
の
は
、
現

代
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る

洋
画
の
よ
う
な
形
態
把
握
、
筆ひ

っ

触し
ょ
く

だ
ろ
う
。
絵
画
専
門
学
校
卒
業
後
、

中
村
大
三
郎
画
塾
を
立
ち
上
げ
た

が
、
そ
の
塾
展
に
つ
い
て
当
時
の

展
覧
会
評
を
読
む
と
、
彼
が
洋
画

風
の
日
本
画
を
描
く
、
新
進
実
力

派
画
家
と
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
今
、
同
時
代
の
日
本

画
と
比
較
し
な
が
ら
見
て
も
、
そ

加
藤
美
代
三
と
い
う
生
き
方

の
新
し
さ
、
現
代
性
が
眼
を
引
く
。

　

戦
後
の
日
本
画
は
、
日
本
画
滅

亡
論
に
対
す
る
危
機
感
と
現
代
性

の
獲
得
と
い
う
課
題
か
ら
始
ま
っ

た
。
そ
の
際
、
や
や
年
長
の
東
山

魁か
い

夷い

ら
が
向
か
っ
た
の
は
、
彼
が

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
た
洋
画
風

で
あ
り
、
多
く
の
画
家
が
そ
こ
に

向
か
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
戦
後
、

彼
の
作
品
は
他
の
画
家
よ
り
半
歩

以
上
先
を
歩
ん
で
い
た
と
言
え
る
。

　

紙
数
の
都
合
で
そ
の
後
の
変
遷

は
割
愛
す
る
が
、
注
目
す
べ
き
は

近
年
、
90
歳
代
に
入
っ
て
か
ら
の

作
品
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
脂
の

の
り
切
っ
た
こ
ろ
に
比
べ
れ
ば
、

画
面
寸
法
も
幾
分
小
さ
く
な
り
、

細
部
に
か
け
る
筆
力
は
衰
え
た
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
分
、

身
辺
の
京
都
嵯
峨
野
の
風
景
や
自

宅
の
庭
先
を
描
き
な
が
ら
、
画
面

の
中
で
空
気
は
虚
と
も
実
と
も
つ

か
ぬ
う
ね
り
と
な
り
、
光
が
溢
れ
、

透
明
感
が
増
し
て
い
る
。

　

最
後
に
も
う
一
つ
書
い
て
お
き

た
い
。
加
藤
美
代
三
は
、
豊
岡
だ

　

日
本
画
家　

加
藤
美
代
三
さ
ん
に
つ
い
て
、
広
島
女
学
院
大
学
准

教
授
の
福
田
道
宏
さ
ん
に
、
2
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

《
問
合
せ
》
文
化
振
興
課
☎
23
－
1
1
6
0

後
編

　

11
月
4
日（
金
）〜
9
日（
水
）に

開
催
す
る
大
歌
舞
伎
公
演
の
演
目

は
、
初
め
て
の
方
で
も
分
か
り
や

す
い
人
情
話
と
、
楽
し
く
笑
え
る

歌
舞
伎
狂
言
と
な
り
ま
し
た
。

●
双ふ
た
つ

蝶ち
ょ
う

々ち
ょ
う

曲く
る

輪わ

日に
っ

記き　

引ひ
き

窓ま
ど

　

立
派
に
役
人
の
勤
め
を
果
た
し

た
い
と
い
う
与よ

平へ

衛い
（
片
岡
愛
之

助
）の
正
義
感
と
、
長ち

ょ
う

五ご

郎ろ
う（

中

村
錦
之
助
）の
こ
と
を
自
分
に
隠

そ
う
と
す
る
母
親
た
ち
の
こ
と
を

「
水
く
さ
い
」と
悲
し
く
思
う
気
持

ち
、
そ
し
て
や
は
り
母
親
を
思
い

や
る
愛
情
か
ら
長
五
郎
を
助
け
よ

う
と
す
る
複
雑
な
心
の
移
ろ
い
を
、

愛
之
助
が
見
事
に
演
じ
ま
す
。
ま

た
、
皆
に
頼
り
に
さ
れ
、
義
理
人

情
の
し
が
ら
み
か
ら
、
け
ん
か
の

末
に
人
を
あ
や
め
て
し
ま
っ
た
人

気
力
士
・
長
五
郎
役
を
演
じ
る
錦

之
助
の
、
さ
っ
そ
う
と
し
た
所
作

も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
す
。

　

な
お
、
当
時
の
家
は
庇ひ

さ
し

が
深
く
、

窓
に
は
ガ
ラ
ス
が
な
く
、
昼
で
も

室
内
は
暗
い
ま
ま
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
屋
根
に
作
ら
れ
た
明
か
り

取
り
の
窓
が「
引
窓
」で
す
。
板
を

閉
め
れ
ば
室
内
が
暗
く
、
開
け
る

と
明
る
く
な
る
窓
で
す
。
こ
の
明

暗
の
変
化
が
芝
居
の
進
行
上
重
要

な
役
割
を
演
じ
ま
す
。

●
お
目め

見み

得え　

口こ
う

上じ
ょ
う　

　

今
公
演
の
幹
部
俳
優
5
人
が
、

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
舞

台
と
違
い
、
素
の
声
で
、
大
歌
舞

伎
の
こ
と
、
出
石
の
こ
と
な
ど
を

日
替
わ
り
で
語
っ
て
く
れ
ま
す
の

で
、
歌
舞
伎
役
者
の
素
顔
が
の
ぞ

け
る
、
絶
好
の
機
会
で
す
。

●
茶ち
ゃ

壷つ
ぼ

　

目も
く

代だ
い（

役
人
）の
詮
議
の
中
で
、

泥
棒
の
熊く

ま

鷹た
か

太た

郎ろ
う（

片
岡
愛
之
助
）

が
、
胡ご

麻ま

六ろ
く（

中
村
壱
太
郎
）の
所

作
を
そ
っ
く
り
真
似
し
よ
う
と
し

て
、
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
て
し
ま

う
場
面
を
、
歌
舞
伎
で
は
舞
踊
で

表
現
し
ま
す
。
お
と
と
し
の
公
演

で
も
藤
娘
を
優
雅
に
舞
い
、
喝
采

を
浴
び
た
壱
太
郎
の
見
事
な
舞
と
、

上
方
舞
・
楳う

め

茂も

都と

流り
ゅ
う

四
代
目
家
元

で
あ
る
愛
之
助
が
、
わ
ざ
と
不
器

用
に
踊
る
所
作
の
対
比
が
見
ど
こ

ろ
で
す
。

歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
の
ご
案
内

▽
日
時　

10
月
11
日（
火
）午
後
7

　

時
30
分
〜（
開
場
午
後
7
時
）

▽
場
所　

出
石
永
楽
館

▽
入
場
料　

無
料

《
問
合
せ
》
出
石
永
楽
館

　

☎
52
－
5
3
0
0

永
楽
館
大
歌
舞
伎
公
演
の
見
ど
こ
ろ
紹
介

け
が
誇
る
画
家
で
は
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
郷
土
で
愛
さ
れ

る
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
彼
が
多
く
の
画
家
の
尊
敬

を
集
め
、
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
3
年
前
、

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
で
彼
の
展

覧
会
を
開
催
し
た
際
、
目
録
に
推

薦
の
辞じ

を
寄
せ
て
く
れ
た
土つ

ち

屋や

禮れ
い

一い
ち

は
も
ち
ろ
ん
、
た
く
さ
ん
の
画

家
か
ら
、
意
外
と
言
っ
て
は
な
ん

だ
が
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
も
開
催

し
た
こ
と
に
感
謝
と
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
を
頂
戴
し
た
。

　

こ
の
白
寿
展
は
始
ま
り
で
あ
る
。

彼
の
遅
す
ぎ
る
評
価
は
こ
れ
か
ら

で
あ
る
。
今
後
も
彼
の
作
品
と
生

き
方
を
広
く
、
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
し
、
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

加
藤
美
代
三
画
伯
白
寿
記
念
展

〜
豊
岡
市
が
生
ん
だ

美
の
巨
匠
の
世
界
〜

▽
日
時　

10
月
14
日（
金
）〜
16
日

（
日
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▽
場
所　

総
合
体
育
館（
大
磯
町
）

▽
入
場
料　

無
料

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▽
日
時　

10
月
15
日（
土
）午
後
2

時
〜

▽
場
所　

展
覧
会
場
内

▽
講
師　

福
田
道
宏
さ
ん
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市
で
は
今
年
度
、
本
市
の
中

心
地
域
に
位
置
す
る
豊
岡
中
心

市
街
地
に
お
い
て
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
地
区
構
想
と

し
て「
豊
岡
中
心
地
区
ま
ち
づ

く
り
構
想
」を
策
定
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
計
画

　

整
備
係
☎
23

1
7
1
2

地区別構想区域区分図

▲第１回豊岡中心地区まちづくり会議

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン「
地
区
構
想
」の
策
定
に
向
け
て

「
豊
岡
中
心
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
」が
発
足
し
ま
し
た

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

③
認
知
症
か
な
と
思
っ
た
ら（
医
療
機
関
へ
の
受
診
の
仕
方
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、高
齢
者
の
総
合
相
談
の
窓
口
で
す
。

医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
、気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
主
任
介
護
支
援
専
門
員
、社
会
福
祉
士
、保
健
師
ま
た

は
地
域
で
経
験
の
あ
る
看
護
師
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し

て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。業
務
の
一
つ
と
し
て
、認
知
症
に
関
す
る

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
関
す
る
記
事
を
2
カ
月
に
1
回
、6
回
シ
リ
ー
ズ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
豊
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

2
4
0
9

医
療
機
関
へ
の
受
診
の
仕
方

次
の
よ
う
な
場
合
も

　
　

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

《各地域包括支援センターの問合せ》
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○
炎
が
は
み
出
さ
な
い
火
加
減
で

調
理
し
ま
し
ょ
う

毎
日
の
暮
ら
し
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
！！

　

地
球
温
暖
化
を
進
行
さ
せ
る
原

因
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
大
気
中

の
温
室
効
果
ガ
ス
で
、
そ
の
最
も

代
表
的
な
も
の
が
二
酸
化
炭
素
で

す
。
家
庭
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素

排
出
源
の
第
1
位
は
、
家
電
製
品

に
使
用
す
る
電
気
で
す
。

　

家
電
製
品
は
暮
ら
し
を
便
利
に

し
て
く
れ
ま
す
が
、
そ
の
分
た
く

さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
普
段
か
ら
家

電
製
品
の
使
い
方
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

　

4
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し

た
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

で
電
気
を
節
約
で
き
ま
す
。
電
気

を
ム
ダ
に
使
わ
な
い
エ
コ
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

台
所
で
節
電

洗
濯
で
節
電

み
ん
な
で
節
電
ア
ク
シ
ョ
ン
④
【
最
終
回
】

　

節
電
で
地
球
温
暖
化
防
止
を
! !

風
呂
・
洗
面
所
で
節
電

○
水
滴
を
拭
い
て
か
ら
火
に
か
け

ま
し
ょ
う

 

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
23

5
3
0
4

み
ん
な
で
美
し
い
豊
岡
を
…
⑥

マ
イ
バ
ッ
グ
で
ら
く
ら
く
環
境
活
動
!　

　

今
年
の
夏
は
、電
力
供
給
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
、家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
で
、少
し
ず
つ
節
電
に
努
め
る
こ
と
が
、

被
災
地
の
復
興
と
安
定
し
た
電
力
供
給
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

環
境
省
が
推
奨
す
る「
家
庭
で
で
き
る
節
電
方
法
」（
七
つ
の
ポ
イ

ン
ト
）の
シ
リ
ー
ズ
4
回
目（
最
終
回
）で
す
。

　

積
極
的
な
節
電
に
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》エ
コ
バ
レ
ー
推
進
室
☎
21

9
0
1
2

ポ
イ
ン
ト
⑦

　

生
活
ス
タ
イ
ル
の

　
　
　
　
　

見
直
し
で
節
電

レ
ジ
袋
の
消
費
量

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
で

　
　
　
　
　
　
　

省
エ
ネ
!!

広
が
る
レ
ジ
袋
削
減
運
動

マ
ナ
ー
を
守
り
楽
し
く
買
い
物

今
日
か
ら
で
き
る
環
境
活
動



〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

8
月
21
日
、
竹
野
浜
で
、
第
1

回
竹
野
浜
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ

ー
ス
イ
ミ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
部
と
2
・
5

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
部
に
、
総
勢

1
4
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　

当
日
は
曇
り
で
、
気
温
22
度
、

水
温
26
度
と
競
技
に
は
良
い
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
沖
は
波

が
高
い
状
況
で
し
た
。

　

出
場
者
の
皆
さ
ん
は
、
声
援
を

受
け
な
が
ら
奮
闘
し
、
成
功
裏
に

大
会
を
終
え
ま
し
た
。

第
１
回
竹
野
浜

�

オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
大
会
開
催

■
こ
ど
も
夏
期
大
学
開
催

　

こ
ど
も
夏
期
大
学「
め
ざ
せ
!

こ
ど
も
ジ
オ
博
士
!
」を
、
8
月

18
日
に
小
学
4
年
生
か
ら
6
年
生

を
対
象
と
し
、
22
日
は
中
学
生
を

対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
市
内
の
ジ
オ

サ
イ
ト
を
巡
り
、
新
し
い
視
点
で

地
域
を
見
つ
め
、
学
習
す
る
こ
と

で
、
ふ
る
さ
と
の
新
た
な
魅
力
を

発
見
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、兵
庫
県
立
大
学
自
然
・

環
境
科
学
研
究
所
ジ
オ
環
境
研
究

部
門
特
任
助
教
の
松
原
典
孝
さ
ん

の
講
義
を
受
け
、
但
馬
国
府
・
国

分
寺
館
の
見
学
の
後
、
神
鍋
山
噴

火
口
、
猫
崎
半
島
、
玄
武
洞
の
ガ

イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ジ
オ
サ
イ
ト

の
写
真
日
記
を
作
成
す
る
な
ど
、

意
欲
的
に
学
び
ま
し
た
。

■
マ
ン
ガ
本「
玄
武
洞
で
大
発
見
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刊
行

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど

こ
ろ
で
あ
る
天
然
記
念
物「
玄
武

洞
」は
、
世
界
的
な
研
究
・
発
見

の
地
で
あ
り
、
地
球
科
学
の
分
野

で
は
有
名
で
す
が
、
一
般
に
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
小
学
校
高

学
年
以
上
を
想
定
し
て
、
玄
武
洞

の
科
学
的
価
値
や
玄
武
岩
の
名
前

の
由
来
な
ど
を
マ
ン
ガ
で
分
か
り

や
す
く
説
明
し
た
本
を
作
成
し
ま

し
た
。

〜
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
く
学
ぶ
〜

こ
ど
も
夏
期
大
学
開
催
、「
玄
武
洞
で
大
発
見
」刊
行▲マンガには｢玄さん｣

も登場

　

8
月
29
日
、
市
と
ホ
テ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
イ
ン
豊
岡（
泉
町
）と
の
間
で

「
災
害
時
に
お
け
る
避
難
場
所
提

供
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま

し
た
。

　

同
ホ
テ
ル
で
は
、
81
人
の
収
容

が
可
能
で
す
。
そ
の
他
の
ス
ペ
ー

ス
も
含
め
る
と
そ
れ
以
上
の
人
数

の
収
容
も
期
待
で
き
ま
す
。
災
害

時
、
市
役
所
周
辺
地
域
の
避
難
場

所
確
保
に
あ
た
っ
て
、
心
強
い
協

定
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
9
月
1
日
に
は
、
京
都

府
与
謝
野
町
と「
災
害
時
に
お
け

る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」を

締
結
し
ま
し
た
。
大
規
模
災
害
時

は
、
資
機
材
や
物
資
提
供
、
職
員

応
援
、
被
災
者
受
け
入
れ
な
ど
を

相
互
応
援
し
ま
す
。

ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
豊
岡
と
避
難
場
所
の
提
供
に
関
す
る
協
定

京
都
府
与
謝
野
町
と
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

▲猫崎半島で化石を観察する中学生

▲勢いよく泳ぎ出す2.5kmの部の
スタート

▲ホテルビジネスイン豊岡の代表
奥田輝司さん（左）と協定を交わ
す中貝市長

【
8
月
】

9
日　

夏
休
み
子
ど
も
防
災
監
養

成
講
座（
11
日
）

20
日　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
豊
岡
市
民
号

28
日　

第
32
回
兵
庫
神
鍋
高
原
マ

ラ
ソ
ン
全
国
大
会

29
日　

ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
豊

岡
と「
災
害
時
に
お
け
る

避
難
場
所
提
供
に
関
す
る

協
定
」締
結

【
9
月
】

1
日　

京
都
府
与
謝
野
町
と「
災

害
時
に
お
け
る
相
互
応
援

に
関
す
る
協
定
」締
結

2
日　

市
議
会
定
例
会
開
会（
〜

28
日
）

3
日　

台
風
12
号
に
係
る
豊
岡
市

災
害
対
策
本
部
設
置（
城

崎
・
日
高
総
合
支
所
で
も

設
置
）

4
日　

豊
岡
市
災
害
対
策
本
部
廃

止（
城
崎
・
日
高
総
合
支
所

で
も
廃
止
）

5
日　

特
急
こ
う
の
と
り
誕
生
記

念
事
業「
豊
岡
市
限
定
チ

ョ
ロ
Q
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」（
〜
30
日
）

6
日
・
ま
ち
の
救
命
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
Ａエ

ー

Ｅイ
ー

Ｄデ
ィ
ー

）標
章
交
付
式

　
　

・
市
内
最
高
齢
者
と
最
高
齢

夫
婦
を
祝
福
訪
問
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8
月
、
新
潟
県
三
条
市
へ
市
職

員
研
修
の
講
師
と
し
て
行
っ
て
き

ま
し
た
。
会
場
に
は
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
の
記
者
が
来
て
い
ま
し
た
。

不
思
議
に
思
っ
て
い
る
と
、
20
人

ほ
ど
の
方
が
前
に
出
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
福
島
県
内
か
ら
三
条
に
避

難
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
で
し
た
。

　

3
月
下
旬
、
三
条
の
國
定
市
長

か
ら
電
話
が
入
り
ま
し
た
。「
学
校

が
始
ま
る
が
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
な

い
子
が
い
る
。
も
ら
え
な
い
か
」

　

豊
岡
は
か
ば
ん
の
産
地
で
す
が
、

ラ
ン
ド
セ
ル
は
作
っ
て
い
ま
せ
ん
。

鞄
工
業
組
合
の
方
々
に
事
情
を
話

す
と
、
さ
っ
そ
く
富
山
の
会
社
か

ら
仕
入
れ
、
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
中
学
生
に
は
、
鞄
協
会

か
ら
い
た
だ
い
た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
を
送
り
ま
し
た
。

　

6
月
、
今
度
は
、
避
難
所
を
出

て
ア
パ
ー
ト
に
移
ら
れ
た
方
々
に
、

豊
岡
の
米
、
野
菜
な
ど
を
送
り
ま

し
た
。
米
は
米
穀
小
売
商
組
合
の

方
々
の
寄
付
で
し
た
。

　

豊
岡
市
長
が
三
条
に
来
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
お
礼
を
直
接
伝
え

た
い
、
と
わ
ざ
わ
ざ
会
場
に
来
ら

れ
た
の
で
す
。
手
紙
と
手
作
り
の

品
を
持
参
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
条
市
職
員
と
記
者
た
ち
が
見

守
る
中
、
2
人
の
方
が
代
表
し
て

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
手
紙
も
あ
り
ま
し
た
。

下
の
娘
が
地
元
の
小
学
校
に
入
学

す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
、
何
も

持
た
ず
に
避
難
し
た
こ
と
、
不
安

で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
こ
と
、
そ
ん

な
時
期
に
豊
岡
か
ら
新
品
の
ラ
ン

ド
セ
ル
が
届
い
た
こ
と
。「
こ
ら
え

て
い
た
涙
が
溢
れ
出
て
ぬ
ぐ
っ
て

も
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

「
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
で
さ

ん
じ
ょ
う
し
ょ
う
が
っ
こ
う
に
に

ゅ
う
が
く
し
ま
し
た
。
お
こ
め
も

や
さ
い
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
」

　

豊
岡
の
し
た
こ
と
は
、
さ
さ
や

か
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
心
は
届
い
て
い
た
。
う
れ
し
く

て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

手
紙
の
多
く
に
、
南
相
馬
市
の

住
所
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
南

相
馬
。
そ
れ
こ
そ
が
私
の
住
む
所
。

思
わ
ず
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

被
災
地
へ
の
旅
（
3
）

47

　

8
月
18
日
、
ア
イ
テ
ィ
７
階
の

「
屋
上
ス
カ
イ
ド
ー
ム
」に
人
工
芝

エ
リ
ア「
し
ば
っ
こ
広
場
」が
完

成
し
、
竣
工
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
階
に
は
、
子
育
て
総
合
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
親
子
が
学
び
・
遊

ぶ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
広
場
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
憩
い
、
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
の
で

き
る
場
所
と
し
て
整
備
し
た
も
の

で
す
。

　

竣
工
式
の
後
は
、
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ「
お
た
す
け
隊
」の
皆
さ
ん
が
、

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の「
サ
ン
サ
ン
体

操
」を
参
加
者
と
一
緒
に
行
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
思
い
思
い

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。　

《「
し
ば
っ
こ
広
場
」の
面
積
》

2
7
0
平
方
メ
ー
ト
ル（
18
メ

ー
ト
ル
×
15
メ
ー
ト
ル
）

　

8
月
22
日
、「
届
け
た
い　

お
米

と
心
を　

東
北
へ
」の
会
議
を
新

田
地
区
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
平
成
16
年
の
台

風
23
号
を
体
験
し
、
多
く
の
方
々

に
支
え
ら
れ
た
経
験
を
持
つ
新
田

小
学
校
5
年
生
の
児
童
が
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
に
お
米
を
送

る
こ
と
を
考
え
、
お
米
を
作
っ
て

い
る
市
内
の
小
学
校
に
呼
び
掛
け

て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
呼
び
掛
け
に
賛
同
し

た
市
内
14
小
学
校
の
児
童
代
表
者

が
出
席
し
、
被
災
地
の
ビ
デ
オ
視

聴
や
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
活
動
を
進
め
て
い
く

に
あ
た
り
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
定

し
ま
し
た
。

《
3
つ
の
行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
》

①　

届
け
よ
う「
元
気
」と「
安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
お
米
」

②　

私
た
ち
の
心
お
米
に
託
し
て

③　

復
興
を
目
指
し
合
わ
せ
よ
う

一
人
一
人
の
力　

集
め
よ
う
み

ん
な
の
笑
顔

　

ま
た
、
9
月
2
日
に
は
、
活
動

に
賛
同
し
た
小
学
校
の
児
童
代
表

〜
市
内
小
学
校
児
童
が
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
〜

「
届
け
た
い　

お
米
と
心
を　

東
北
へ
」会
議
の
活
動

〜
豊
岡
駅
前
の
ア
イ
テ
ィ
に
市
民
の
憩
い
エ
リ
ア
整
備
〜

人
工
芝
エ
リ
ア「
し
ば
っ
こ
広
場
」が
完
成

▲児童代表者が中貝市長に協力依頼 ▲しばっこ広場で元気に遊ぶ子どもたち

者
が
中
貝
市
長
を
訪
問
し
、
お
米

の
届
け
先
と
搬
送
方
法
に
つ
い
て

協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

豊岡
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城
崎
月
の
夜よ

語が
た

り

虫
の
声
に

秋
の
気
配
を
感
じ
な
が
ら

城 崎城 崎

豊
岡
市
竹
野
消
防
団
夏
季
訓
練

わ
が
ま
ち
の
安
全
・
安
心
は

消
防
団
が
守
る
‼

竹 野竹 野

全
国
大
会
に
向
け
女
性
消
防
隊
訓
練

全
国
大
会
入
賞
を
目
指
し

�

暑
さ
に
負
け
ず
猛
特
訓
‼

豊 岡豊 岡

▲謡曲｢阿
あ

漕
こぎ

｣に聞き入る来場者。廊下に溢れるほど多く
の来場があった

　

10
月
に
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
る「
第
20
回
全
国
女

性
消
防
操
法
大
会
」に
、
豊
岡
市
女
性
消
防
隊
が
兵

庫
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

隊
員
ら
は
、
大
会
を
前
に
猛
特
訓
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
1
月
か
ら
礼
式
訓
練
を
行
い
、
4
月
か
ら
は

豊
岡
消
防
団
の
全
面
的
支
援
を
受
け
、
実
践
訓
練
を

続
け
て
い
ま
す
。
8
月
18
日
の
夜
間
訓
練
で
は
、
軽

可
搬
ポ
ン
プ
操
法
の
一
連
の
流
れ
を
繰
り
返
し
練
習

し
ま
し
た
。
気
合
の
入
っ
た
隊
員
ら
は
、
ピ
ー
ン
と

張
り
詰
め
た
空
気
の
中
、
鮮
や
か
な
動
き
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
隊
長
の
松
村
令
子
さ
ん（
小
田
井
町
）は

「
大
会
で
は
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
上
位
入
賞
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

9
月
10
日
夕
刻
か
ら
、
日
本
の
伝
統
芸
能
を
味
わ

う「
城
崎
月
の
夜
語
り
」（
城
崎
松し

ょ
う

声せ
い

会か
い

・
城
崎
月
の

夜
語
り
実
行
委
員
会
主
催
）が
城
崎
町
湯
島
の
極
楽

寺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

行あ
ん

灯ど
ん

の
明
か
り
の
中
、
尺
八
の
深
く
美
し
い
音
色

が
響
き
、
初
秋
の
風
情
を
醸
し
出
し
ま
し
た
。
続
い

て
、
御み

簾す

越
し
に
謡
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
が
、
合

間
に
語
り
を
入
れ
て
、
あ
ら
す
じ
が
分
か
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
仕
舞
。
来
場
者
は
幽

玄
の
世
界
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
の
坂
田
文ぶ

ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
は「
古
典
芸
能

に
も
今
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
良
さ
を
知
っ

て
、
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
消
防
団
夏
季
訓
練
が
、豊
岡
・
城
崎
・

竹
野
・
但
東
地
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

8
月
23
日
、
森
本
中
学
校
で
行
わ
れ
た
訓
練
で
は
、

豊
岡
市
竹
野
消
防
団
全
6
分
団
の
団
員
1
8
7
人
が

出
動
し
、
多
数
の
来
賓
が
見
守
る
中
、
検
閲
な
ど
が

厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
中
学
校
に
隣

接
す
る
河
川
敷
で
、
消
防
車
8
台
に
よ
る
一
斉
放
水

が
手
際
よ
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
長
の
仲
治
義
信
さ
ん（
竹
野
町
駅
前
）は「
無
火

災
を
目
指
し
て
、
今
ま
で
以
上
の
予
防
活
動
を
お
願

い
し
た
い
。
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
来
る
が
、
わ
が
ま
ち

の
安
全
・
安
心
は
消
防
団
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
団
員
に
力
強
く
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

▲きびきびとした動作が練習の成果を物語る（但馬広域
防災拠点施設前広場での訓練）

▲日頃の訓練の成果を披露する。ふるさとへの思いと
責任感が頼もしい
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南
部
農
道
東ひ

が
し

中な
か

花は
な

街か
い

道ど
う

整
備

み
ん
な
の
憩
い
の
場

「
花
街
道
」を
美
し
く
！

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲加賀見館長も弥生人になりきり、参加者の興味をそそ
る！

　

8
月
27
日
、
国
内
最
古
の「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
足
跡
」

が
展
示
さ
れ
た
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館（
日
高
町

祢に
ょ
う布

）で
、
銅
鐸
に
描
か
れ
た
鳥
の
絵
の
謎
を
解
く

臨
時
鶴
見
カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
約
30
人
は
、
同
館
の
加
賀
見
省
一
館
長
か

ら
弥
生
時
代
の
興
味
深
い
話
を
聞
い
た
後
、「
コ
ウ
ノ

ト
リ
に
違
い
な
い
」「
い
や
、
サ
ギ
だ
ろ
う
」な
ど
と

思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

銅
鐸
は
祭
器
の
一
種
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
豊
作

を
願
っ
て
田
ん
ぼ
の
周
辺
の
食
物
連
鎖
の
様
子
を
表

現
し
た
の
で
は
な
い
か
?
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

弥
生
時
代
に
も
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
つ
め
て
い
る
方
々

が
い
た
…
壮
大
な
ロ
マ
ン
が
広
が
る
一
日
で
し
た
。

▲雨の中、草刈りに励む保全会の皆さん

　

9
月
4
日
、
但
東
町
東
中
区
に
あ
る
農
道
で
、
東

中
環
境
資
源
保
全
会
の
皆
さ
ん
が
草
刈
り
な
ど
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
農
道
は
、
県
と
市
の
環
境
保
全
事
業
を
活
用

し
た
景
観
事
業
と
し
て
植
樹
に
取
り
組
み
、
名
称
も

区
民
か
ら
募
り
、「
南
部
農
道
東
中
花
街
道
」と
名
付

け
て
い
ま
す
。

　

花
街
道
に
は
、
4
年
前
か
ら
1
5
0
本
の
サ
ル
ス

ベ
リ
と
70
本
の
ア
ジ
サ
イ
を
植
樹
し
育
て
て
い
ま
す
。

　

保
全
会
会
長
の
田
中　

貢
さ
ん
は「
今
後
さ
ら
に

植
樹
を
増
や
し
、
こ
の
花
街
道
を
後
世
に
残
し
た
い
。

ま
た
、
遠
方
の
方
が
行
っ
て
み
た
い
と
思
え
る
場
所

を
目
指
し
て
取
り
組
み
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

出
石
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
面
接
指
導

就
職
戦
線
を
前
に
真
剣
そ
の
も
の

緊
張
し
な
が
ら
も
大
奮
闘
!!

出 石出 石
　

8
月
23
〜
25
日
の
3
日
間
、
出
石
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー（
出
石
町
福
住
）で
、
出
石
高
校
3
年
の
就
職
希

望
者
34
人
を
対
象
に
、P
T
A
役
員
ら
が
面
接
指
導

を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
ら
に
本
番
さ
な
が
ら
の
面
接

を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

24
日
は
、
12
人
の
生
徒
が
参
加
。
3
部
屋
に
分
か

れ
、
面
接
官
3
人
に
対
し
1
人
ず
つ
約
15
分
間
、
自

分
の
長
所
や
部
活
動
、
学
校
生
活
、
好
き
な
小
説
な

ど
に
つ
い
て
の
質
問
に
答
え
、
面
接
官
か
ら
話
し
方
、

服
装
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

　

面
接
を
受
け
た
田
淵　

彩さ
や
か

さ
ん
は「
緊
張
し
た
が
、

学
校
の
練
習
よ
り
う
ま
く
で
き
た
。
褒
め
ら
れ
て
自

信
に
な
っ
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 ▲面接官になりきったＰＴＡ役員らに質問やアドバイス

を受ける生徒

臨
時
鶴
見
カ
フ
ェ「
銅ど

う

鐸た
く

の
鳥
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
!?
」

銅
鐸
に
描
か
れ
た
鳥
の
こ
と
を

考
え
た
！
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但
馬
牛
の
お
い
し
さ
の
秘
密

　

但
馬
牛
は
、
筋
肉
の
中
に
脂
肪

が
霜
降
り
状
に「
サ
シ
」と
し
て
入

り
込
み
、
熱
を
加
え
た
と
き
や
舌

の
上
で
溶
け
て
特
有
の「
う
ま
み
」

と
な
り
ま
す
。但
馬
牛
は
こ
の「
サ

シ
」が
常
温
で
溶
け
る
ほ
ど
融
点

が
低
い
た
め
、
さ
っ
ぱ
り
し
て
い

て
舌
の
上
で
と
ろ
け
る
の
が
特
徴
。

ま
さ
に「
日
本
人
に
一
番
合
っ
た

牛
肉
」と
い
え
ま
す
。

「
種
」を
守
り
育
て
る

　
「
牛
は
愛
情
を
掛
け
れ
ば
掛
け

る
ほ
ど
い
い
子
に
育
ち
ま
す
。
か

わ
い
が
っ
て
撫
で
て
や
る
こ
と

が
大
切
で
す
」と
話
す
谷
口
さ
ん
。

「
城
崎
系
の
特
色
を
残
し
た
、
魅

力
あ
る
牛
を
作
り
た
い
で
す
ね
。

ま
ず
は
、
来
年
秋
に
開
催
さ
れ
る

全
国
和
牛
能
力
共
進
会（
別
名「
和

牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」）へ
豊
岡
生

ま
れ
の
城
崎
系
和
牛
の
出
品
を
目

標
に
頑
張
り
ま
す
」と
話
す
谷
口

さ
ん
の
言
葉
に
は
、「
種
」の
保
存

と
い
う
使
命
を
受
け
継
ぐ
者
の
責

任
感
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
希
少
系
統
と
な
っ
た
城
崎
系
但
馬
牛
に
こ
だ
わ

り
、遺
伝
的
多
様
性
を
守
る
た
め
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す

元
気
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。谷

口
正ま
さ

徳の
り

さ
ん（
50
歳
）目
坂

日
本
一
の
味
と
肉
質
の

但
馬
牛
を
守
り
続
け
る
元
気
人

▲牛に愛情を注ぐ谷
口さん

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

県家畜共進会で優秀賞を受賞した「かりゆし」
（2009 年）

天気の良い日は外でのんびり過ごす牛たち
県家畜共進会で優秀賞を受賞した「さくら」
（2010年）

ま
す
。
系
統
と
し
て
は『
中
土
井

系
、
熊く

ま

波な
み

系
、
城
崎
系
』が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
遺
伝
的
特
質
を
保
持
す

る
こ
と
で
多
様
性
に
富
ん
だ
但
馬

牛
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

城
崎
系
に
こ
だ
わ
る
理
由

　
「
特
に
優
れ
た
牛
の
血
統
を
蔓つ

る

牛う
し

と
言
い
ま
す
が
、『
よ
し
づ
る
』

に
代
表
さ
れ
る
城
崎
系
但
馬
牛
は

希
少
系
統
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小

柄
で
背
筋
が
ピ
ン
と
し
て
お
り
、

経
済
性
･
連
産
性
に
優
れ
て
い
ま

す
。
近
交（
血
縁
の
交
配
）を
避
け

る
た
め
に
も
城
崎
系
を
守
り
、
先

代
の
努
力
を
伝
え
た
い
で
す
ね
」

と
谷
口
さ
ん
は
力
を
込
め
ま
す
。

豊
岡
唯
一
の
家
畜
人
工
授
精
師
と
し
て

　

繁
殖
農
家
で
あ
る
谷
口
さ
ん
は
、

母
牛
を
飼
育
し
人
工
的
に
種
付
け

し
て
出
産
さ
せ
、
約
8
カ
月
で
出

荷
し
て
い
ま
す
。
牛
の
発
情
期
は

1
カ
月（
21
日
周
期
）に
1
〜
2
日
。

こ
の
間
に
人
工
授
精
を
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
人
工
授
精
師
の
谷

口
さ
ん
は
、
他
の
農
家
か
ら
の
急

な
呼
び
出
し
に
も
対
応
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。「
繁
殖
農
家
は
1

年
1
産（
1
年
に
1
頭
生
ま
せ
る
）

を
目
標
に
し
て
い
る
た
め
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
」と
谷
口
さ
ん
は
笑
い
ま

す
。

　

但
馬
牛
の
歴
史
は
古
く
、
古
事

記
に「
天あ

め
の
ひ
ぼ
こ

日
槍
が
朝
鮮
か
ら
牛
を

伴
っ
て
日
本
に
渡
来
し
、
但
馬
出

石
に
住
み
つ
い
た
」と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
戦
国
時
代
に
は
、

豊
臣
秀
吉
が
大
阪
城
築
城
の
際
に
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
牛
の
中
で
、

一
番
ね
ば
り
強
く
従
順
で
優
れ
た

役
能
力
を
持
つ
但
馬
牛
に
一
日
武

士
の
身
分
を
与
え
褒
め
た
た
え
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
々
と
共
に
暮
ら
し
て
き
た
牛

　
「
こ
の
地
域
で
は
、
み
な
牛
と

共
に
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
牛
は

人
･
地
域
と
密
着
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
翼
を
担
っ
て
い

ま
し
た
」と
話
す
の
は
、
北
但
和

牛
部
会
豊
岡
支
部
長
の
谷
口
正
徳

さ
ん
。
谷
口
さ
ん
は
、
2
代
続
く

但
馬
牛
の
繁
殖
農
家
と
し
て
、
現

在
、
母
牛
を
含
め
36
頭
の
牛
を
飼

育
し
て
い
ま
す
。

　

但
馬
牛
と
は
、
但
馬
産
黒
毛
和

種
の
こ
と
で
、
松
阪
牛
を
は
じ
め
、

神
戸
牛
、
近
江
牛
な
ど
の
和
牛
の

8
割
以
上
の
素も

と

牛う
し

と
な
っ
て
い
ま

す
。
但
馬
牛
の
優
れ
た
特
質
は
、

但
馬
の
厳
し
い
自
然
環
境
と
風
土

に
培
わ
れ
、
他
府
県
産
の
血
を
入

れ
な
い「
閉
鎖
育
種
」で
、
改
良
に

改
良
を
重
ね
て
受
け
継
が
れ
た
優

良
な
血
統
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い

妻の衣
い

津
づ

美
み

さんんと二人三脚で家業を守る

※但馬牛は、生体は「たじまうし」と読み、肉になると「たじまぎゅう」と読みます。
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｢

和
の
美｣

を
着
こ
な
し
た
い
！

　
　

合
橋
着
付
け
倶
楽
部（
但
東
）

中
筋
幼
稚
園
（
豊
岡
）

〈
園
児
14
人
〉

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

�

く
ん
、
○
○
ち
ゃ
ん
、
頑
張
れ
ー
」

と
ほ
か
の
園
児
を
応
援
す
る
声
も

元
気
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

本
番
が
楽
し
み

　

先
生
か
ら

「
今
日
は
と
て

も
格
好
良
か
っ
た

で
す
」と
褒
め
ら

れ
る
と
、
園
児
た

ち
は
う
れ
し
そ

う
で
し
た
。

　

本
番
で
は
、

徒
競
走
の
他
に

も
親
子
演
技
や

小
学
1
〜
3
年

生
と
の
ダ
ン
ス

も
あ
り
、
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

練
習
後
も

　

練
習
を
終
え
る
と
、園
舎
に
戻

っ
て
、水
分
補
給
。そ

の
後
も
、
元
気
な
園

児
た
ち
は
、
虫
捕

り
を
し
た
り
、
園

舎
内
で
絵
本
を

読
ん
だ
り
、
お

絵
描
き
を
し
た
り

と
好
き
な
こ
と
を

し
て
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

中
筋
幼
稚
園
は
、
園
庭
に
芝
生

が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
芝
の
管
理
の

た
め
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
ま
わ

っ
て
い
て
涼
し
そ
う
で
す
。

　

9
月
8
日
、
運
動
会
の
練
習
が

中
筋
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
様
子
を
の

ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

本
番
に
向
け
て

　

今
日
は
と
て
も
良
い
天
気
で
、

絶
好
の
練
習
日

で
す
。

　

本
番
さ
な
が

ら
に
、
入
場
す

る
シ
ー
ン
か
ら

始
め
ま
す
。
入

場
行
進
で
は
、

2
列
に
並
ん
で

隣
の
園
児
と
歩

幅
、
ス
ピ
ー

ド
を
合
わ
せ
、

手
と
足
を
大
き
く
振
っ
て
行
進
し

ま
す
。

芝
生
の
上
で

　

徒
競
走
で
は
、

自
分
の
走
る
レ

ー
ン
に
並
び
、

名
前
を
呼
ば
れ

た
ら
大
き
な
声

で
返
事
を
し
ま

す
。

　

芝
生
の
上
を

は
だ
し
で
走
る

園
児
た
ち
は
と
て
も
気
持
ち
良
さ

そ
う
で
す
。
み
ん
な
ゴ
ー
ル
ま
で

一
生
懸
命
走
り
切

り
ま
し
た
。

　

走
り
終
え
、「
楽

し
く
走
れ
た
あ
」、

「
芝
生
の
上
を

走
っ
て
気
持

ち
良
か
っ
た
」、

「
も
う
1
回
走

り
た
い
」な
ど

感
想
は
い
ろ
い

ろ
。
ま
た「
○
○

　

普
段
か
ら
和
服
を
着
る
機
会
も
、

着
て
出
掛
け
る
こ
と
も
少
な
く
な

っ
て
い
る
現
代
。

　

毎
月
2
回（
第
2
木
曜
・
第
4

水
曜
日
）、
合
橋
地
区
公
民
館
で

活
動
す
る
合
橋
着
付
け
倶
楽
部
は
、

公
民
館
主
催
の
教
室
が
き
っ
か
け

で
発
足
し
ま
し
た
。
当
初
3
人
だ

っ
た
部
員
も「
着
方
を
見
せ
合
い
、

意
見
を
言
い
合
え
る
仲
間
が
欲
し

い
」と
知
人
ら
に
声
を
掛
け
、
現

在
で
は
7
人
の
女
性
が
、
講
師
の

元
で
着
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
宮
嶋
ま
ゆ
み
さ
ん
は

「
着
物
は
、
着
方
を
知
っ
て
い
て

も
、
な
か
な
か
着
こ
な
せ
な
い
よ

う
で
す
。
や
は
り
着
物
は『
見
た

目
に
美
し
く
』着
た
い
の
で
、
月

2
回
の
活
動
に
も
力
が
入
り
ま

す
」と
話
し
ま
す
。

　

習
え
ば
習
う
ほ
ど
さ
ら
に
そ
の

奥
を
知
り
た
く
な
る
、
そ
れ
が
着

物
の
魅
力
…
。

　

以
前
、「
文
化
祭
の
劇
で
着
物
を

着
せ
て
ほ
し
い
」と
中
学
校
か
ら

頼
ま
れ
た
と
き
に
は
、
中
学
生
も

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
、
演
技
も
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
そ
う
で
す
。

　

倶
楽
部
で
は
、
自
分
た
ち
で
着

物
を
着
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
着
物
の
知
識
が
全
く
な
い
方

で
も
一
通
り
着
ら
れ
る
と「
私
で

も
で
き
た
。
う
れ
し
い
!
」と
喜

び
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　

ま
た
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
と
、

子
ど
も
の
入
学
式
や
卒
業
式
に
着

物
で
出
席
す
る
方
も
い
ま
す
。

　

着
付
け
を
習
い
た
い
方
な
ら
歓

迎
し
ま
す
。「
着
物
を
着
た
い
、
で

も
…
」と
い
う
方
も
、
一
度
、
こ

の
倶
楽
部
で
着
付
け
を
体
験
し
て

み
て
は
?

　

入
会
希
望
は
、
宮
嶋
さ
ん
ま
で
。

☎
54
－
0
4
2
9

▲慣れれば一人でも上手に着られます

広報とよおか　2011.9.2523



く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
30

　

～
そ
の
支
払
い
は
待
っ
て
!!
不
当
請
求
か
も
～

①申し込み画面
商品A〈説明…〉

購入します

①確認画面

取　消 送　信

商品 Aの購入を申込み
ます。よろしいですか。

広報とよおか　2011.9.25 24

心
に
、
全
て

国
産
の
針
を

使
用
し
、
各

地
の
海
や
漁

法
に
応
じ
、
金
属
、
貝
、
布
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
部
材
を
合
わ
せ
た
擬
似

餌
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
ま
た
漁

具
か
ら
派
生
し
た
レ
ジ
ャ
ー
向
け

ル
ア
ー
は
、
二
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
を

立
ち
上
げ
て
販
売
し
、
釣
り
人
の

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
日
本
の
針
を
使
用
し
て

日
本
人
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
和
製
ル

ア
ー
は
、
海
外
で
高
い
評
価
を
得

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
同
社
は
英

語
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、

現
在
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア

な
ど
へ
輸
出
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
見
本
市
へ
の
出

展
な
ど
、
積
極
的
な
海
外
展
開
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.w

aki-fishing.
com

/

　

株
式
会
社
脇
漁
具
製
作
所
は
、

明
治
43
年
以
来
、
そ
の
名
の
通
り

漁
具
を
作
り
続
け
、
昨
年
で
創
業

1
0
0
年
を
迎
え
た
歴
史
あ
る
企

業
で
す
。
釣
具
・
漁
具
を
取
り
扱

い
、
魚
網
以
外
で
は
但
馬
で
唯
一

の
メ
ー
カ
ー
で
す
。

　

同
社
で
は
伝
統
漁
具
か
ら
ル
ア

ー（
疑ぎ

似じ

餌え

）ま
で
を
、
独
自
で
企

画
・
開
発
し
て
お
り
、
長
年
の
経

験
で
培
っ
た
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
す
と
と
も
に
、
地
道
な
テ
ス

ト
の
繰
り
返
し
や
、
消
費
者
の
声

に
応
え
る
真
摯
な
製
品
作
り
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

取
扱
商
品
は
、イ
カ
釣
用
擬ぎ

餌じ

針
・
ソ
ル
ト（
海
水
用
）ル
ア
ー
・

鉛な
ま
り

沈ち
ん

子し
（
お
も
り
）・
ラ
イ
ン（
釣

り
糸
）

な
ど
多

岐
に
わ

た
り
ま

す
。
同

社
で
は
、

兵
庫
県

産
を
中

▲同社製品（一例）

　

こ
の
他
に
も

﹃
18
歳
以
上
は
こ

ち
ら
﹄を
ク
リ
ッ

ク
し
た
だ
け
で
、

請
求
表
示
が
出
た

な
ど
い
ろ
い
ろ
な

パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
電
子
消
費
者
契
約
法

（
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
画
面

を
介
し
て
行
わ
れ
る
契
約
に
関
す

る
法
律
）で
は
、
業
者
が﹁
2
段
構

え
の
意
思
表
示
﹂な
ど
の
操
作
ミ

ス
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講

じ
て
い
な
け
れ
ば
、
契
約
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
の
不

当
請
求
の
手
法
は
ま
す
ま
す
巧
妙

に
な
る
ば
か
り
で
す
。
サ
イ
ト
の

無
料
登
録
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し

た
だ
け
で
、
利
用
者
の
意
思
に
反

し
て
料
金
を
請
求

さ
れ
る
ワ
ン
ク
リ

ッ
ク
請
求
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検

索
で
見
つ
け
た
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

な
ど
に
接
続
し
、﹁
無
料
動
画
﹂と

書
か
れ
た
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
い
く
と
利
用
規
約
に
同
意
す
る

画
面
が
現
れ
ま
す
。こ
こ
で﹁
は

い
﹂を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と『
登
録
が

完
了
し
ま
し
た
』と
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
出
て
、料
金
を
支
払
う
よ
う
要
求

し
て
き
ま
す
。他
に
も『
入
金
が
な

い
場
合
に
は
規
約
に
基
づ
き
プ
ロ

バ
イ
ダ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

会
社
）に
Iアイ
ピ
ーP
ア
ド
レ
ス（
※
注
）

を
提
出
し
て
、
お
客
様
を
特
定
し
、

ご
自
宅
、
勤
務
先
等
へ
直
接
請
求

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
』な
ど
専

門
用
語
や
、
利
用
者
の
不
安
感
を

あ
お
る
よ
う
な
文
章
な
ど
を
表
示

し
て
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

※
注
⋮
I
P
ア
ド
レ
ス
と
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
た

び
に
割
り
当
て
ら
れ
る
識
別
番

号
の
こ
と
で
、
利
用
し
て
い
る

プ
ロ
バ
イ
ダ
や
ド
メ
イ
ン（
ア

ド
レ
ス
の
＠
以
降
の
部
分
）が

分
か
り
ま
す
。

　

利
用
者
は
無
料
と
思
い
込
ん
で

簡
単
に
ク
リ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
が
、

確
認
画
面
を
注
意
深
く
見
る
と
、

有
料
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
規
約
の
内

容
を
よ
く
理
解
し
て
か
ら
判
断
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
登
録
完
了
と
表
示
さ
れ

て
も
、
そ
も
そ
も
契
約
が
有
効
に

成
立
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
業
者
か
ら
請
求
さ

れ
て
も
安
易

に
支
払
わ
ず
、

豊
岡
市
く
ら

し
の
相
談
室

へ
相
談
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

　

市
内
に
は
、魅
力
的
な
企
業
や
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

で
、本
市
に
拠
点
を
置
き
、技
術
的
な
面
で
先
駆
け
的
な
事
業
開
発
、事

業
展
開
を
行
っ
て
い
る
企
業
や
会
社
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
も
の
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
21

－

9
0
2
4

　

市
内
に
は
、魅
力
的
な
企
業
や
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
！
⑪

株
式
会
社
脇
漁
具
製
作
所

企業紹介

対
応
策
と
し
て

簡
単
に
ク
リ
ッ
ク
す
る
の
は

危
険
!!

電
子
消
費
者
契
約
法
で
は

【2段構えの意思表示とは】
  例
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（
8
月
10
〜
14
日
、
西
宮
市
・

姫
路
市
・
尼
崎
市
）

■
小
学
校
部
門　

金
賞

▽
日
高
小
学
校

■
中
学
校
S
部
門　

銀
賞

▽
但
東
中
学
校

▽
出
石
中
学
校

■
中
学
校
S
部
門　

銅
賞

▽
日
高
西
中
学
校

■
中
学
校
A
部
門　

銅
賞

▽
豊
岡
南
中
学
校

■
高
等
学
校
A
部
門　

銅
賞

▽
豊
岡
高
等
学
校

▽
北
村
よ
し（
1
1
0
歳　

日
高
町

宵
田
）

▽
今
井
保
房（
99
歳
）・
ゆ
き（
94
歳

中
郷
）

▽
塩え
ん

谷や

年
男（
桜
町
）

　

塩
谷
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り

豊
岡
市
高
年
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
役

員
と
し
て
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
、
現
在
は
、
高
齢
者
の

ダ
ン
ス
研
究
会
代
表
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
優
良
愛
育
班
員

▽
保ほ

正し
ょ
う

勝
美（
竹
野
町
竹
野
）

■
優
良
愛
育
班
員

▽
安
田
早
苗（
竹
野
町
竹
野
）

▽
浜
上
喜
代
美（
竹
野
町
竹
野
）

■
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

▽
大
田
垣
禎さ
だ

美よ
し（

日
撫
）

▽
中
井　

弘（
日
高
町
栗
山
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

兵
庫
県
高
齢
者
特
別
賞

　

２
歳
お
め
で
と
う
！
い
つ
も
元
気

で
い
た
ず
ら
っ
子
の
颯
介
。い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
大
き
く
な
あ
れ
♪

（
父 

恒
毅
・
母 

優
子
、戸
牧
）

竹村颯
そう

介
すけ

ちゃん
（平成21年7月27日生）

　

お
姉
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
大
好
き

な
、紗
季
ち
ゃ
ん
！
元
気
で
優
し
い

女
の
子
に
育
っ
て
ね
♪

（
父 

貴
規
・
母 

典
子
、日
高
町
日
置
）

小山紗
さ

季
き

ちゃん
（平成21年8月1日生）

　

祝
一
歳
！
毎
日
が
に
ぎ
や
か
で
楽

し
い
よ
。こ
れ
か
ら
も
元
気
に
大
き

く
な
あ
れ
。

（
父 
明
・
母 

愛
子
、日
高
町
府
市
場
）

畠山　彩
あや

ちゃん
（平成22年6月7日生）

　

お
て
ん
ば
り
ん
ち
ゃ
ん
♡
誕
生
日

オ
メ
デ
ト
ウ
♡
♡
元
気
に
ス
ク
ス
ク

大
き
く
な
あ
れ
っ
!!

（
父 

正
人
・
母 

香
織
、高
屋
）

中村　凜
りん

ちゃん
（平成21年7月3日生）

　

も
う
す
ぐ
お
兄
ち
ゃ
ん
!!!
優
し
い

お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
ネ
♡

（
父 

謙
吾
・
母 

瞳
、引
野
）

花原佑
ゆう

星
せい

ちゃん
（平成21年7月6日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
!!

蓮
馬
の
笑
顔
が
だ
〜
い
好
き
♡
元
気

い
っ
ぱ
い
に
大
き
く
な
〜
れ
♡
♡         

（
父 

洋
介
・
母 

香
菜
子
、九
日
市
下
町
）

坂田蓮
れん

馬
ま

ちゃん
（平成22年7月10日生）

　

凛
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
に
家
族
み
ん
な

が
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。ス
ク
ス
ク
元

気
に
育
っ
て
ね
☆

（
父 

幸
樹
・
母 

則
子
、但
東
町
矢
根
）

大石　凛
りん

ちゃん
（平成22年7月21日生）

　

誕
生
日
お
め
で
と
う
。か
わ
い
い

笑
顔
で
、み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
る
子

に
な
っ
て
ね
♡

（
父 

琢
夫
・
母 

千
佳
、高
屋
）

柴崎心
ここ

愛
み

ちゃん
（平成22年7月24日生）

最
高
齢
夫
婦

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
等

知
事
表
彰

第
29
回
ひ
ょ
う
ご
愛
育
の
集
い

兵
庫
県
愛
育
連
合
会
長
表
彰

第
29
回
ひ
ょ
う
ご
愛
育
の
集
い

知
事
表
彰

最
高
齢
者

第
58
回
兵
庫
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

▲中貝市長の祝福を受ける
北村さん
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期　

間

10
月
は
土
地
月
間

■
不
動
産
の
取
引
価
格
情
報
提
供

制
度
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

　

不
動
産
の
価
格
に
関
す
る
情
報

を
、
誰
も
が
も
っ
と
分
か
り
や
す

く
安
心
し
て
不
動
産
取
引
に
活
用

す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
不
動
産
の

取
引
価
格
情
報
提
供
制
度
」が
運

用
さ
れ
て
い
ま
す（
全
国
の「
取
引

価
格
」を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検

索
で
き
ま
す
）。

　

ま
た
、
登
記
情
報
を
基
に
、
土

地
購
入
者
に
は
、
国
土
交
通
省
か

ら
郵
送
で
取
引
情
報
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
土
地
取
引
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

し
た
場
合
は
、
契
約
を
締
結
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
2
週
間
以
内
に
、

市
を
経
由
し
て
知
事
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん（
国
土
利
用

計
画
法
に
基
づ
く
届
出
制
度
）。

▽
届
出
が
必
要
な
面
積

※
届
け
出
を
し
な
い
場
合
や
虚
偽

の
届
け
出
を
す
る
と
罰
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
土
地
の
先
買
い
制
度
と
は
…

　

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す

る
法
律
に
よ
る
土
地
の
先
買
い
制

度
と
は
、
県
や
市
な
ど
が
、
都
市

の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備

を
促
進
す
る
た
め
に
、
必
要
な
土

地
を
計
画
的
に
取
得
す
る
制
度
の

こ
と
で
す
。

　

土
地
を
有
償
譲
渡
す
る
場
合
に

は
、
当
該
土
地
の
所
在
す
る
市
を

経
由
し
て
県
知
事
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
土
地
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
日

の
3
週
間
前
ま
で
に
届
け
出
く

だ
さ
い
。

▽
届
出
が
必
要
な
面
積

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
に

対
し
て
、
土
地
の
買
取
り
を
希
望

す
る
場
合
に
は
、「
申
し
出
」す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
申
し
出
が
で
き
る
面
積

　

な
お
、
豊
岡
市
は
全
域
が
都
市

計
画
区
域
で
す
。
市
街
化
区
域
、

市
街
化
調
整
区
域
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

県
都
市
政
策
課

　

☎
0
7
8
－
3
4
1
－
7
7
1
1

　

ま
た
は
市
都
市
整
備
課

　

☎
23
－
1
7
1
2

行
政
相
談
週
間

10
月
17
日（
月
）〜
23
日（
日
）

▽
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
・

交
流
係
☎
23
－
1
1
1
1

　

行
政
相
談
は
、
行
政
全
般
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
の
苦
情
や
意
見
、

要
望
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
関
係

行
政
機
関
な
ど
に
必
要
な
あ
っ
せ

ん
を
行
い
、
そ
の
解
決
や
実
現
に

努
め
、
行
政
運
営
の
改
善
を
図
る

国
の
制
度
で
す
。

　

行
政
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、毎
月
の
相
談
日
は
、市
広

報
紙
10
日
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
10
月
の
相
談
日　

3
日（
月
）、

6
日（
木
）、8
日（
土
）、12
日（
水
）

◆
行
政
相
談
員
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

種　別 面積

市街化区
域内

2,000㎡
以上

市街化区
域以外の
都市計画
区域

5,000㎡
以上

都市計画
区域以外
の区域

10,000㎡
以上

種　別 面積
都市計画区域内の
都市計画施設の区
域内等の土地 200

㎡
以上都市計画区域外

の都市計画施設
の区域内の土地
上記以外の都市
計画区域内の土
地で市街化区域
および市街化調整
区域以外の土地

10,000
㎡

以上

種　別 面積

都市計画区
域内の土地

200
㎡

以上
都市計画区
域外の都市
計画施設の
区域内の土
地

地域 氏 名

豊岡
宮代俊

しゅん

一
いち

鈴木順
より

子
こ

城崎 堀田晃
こう

一
いち

郎
ろう

竹野 山崎　守

日高 竹中友雄

出石 角
つの

岡
おか

充
み

國
くに

但東 渋
しぶ

谷
や

順
じゅん

子
こ
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大
切
な
契
約
書
や
遺
言
な
ど
は

公
正
証
書
に

10
月
1
日（
土
）〜
7
日（
金
）は

公
証
週
間

　

不
動
産
売
買
な
ど
重
要
な
取
引

を
し
た
り
、
遺
言
を
残
し
た
り
す

る
と
き
は
、
公
正
証
書
が
ト
ラ
ブ

ル
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

公
正
証
書
は
、
公
証
役
場
の
公

証
人（
裁
判
官
や
検
察
官
な
ど
を

務
め
た
法
律
の
専
門
家
）が
作
成

し
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
公
証
役
場

　

☎
22
－
0
7
9
6

催　

し

▽
日
時　

10
月
18
日（
火
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬　

4
階

経
営
研
修
室（
大
磯
町
）

▽
テ
ー
マ　

も
の
づ
く
り
企
業
の

国
際
競
争
力
お
よ
び
収
益
力
に

結
び
つ
く
現
場
発
の
新
た
な
産

業
観

▽
内
容　
「
擦
り
合
わ
せ
型
」と「
組

み
合
わ
せ
型
」の
も
の
づ
く
り

に
着
目
し
、
も
の
づ
く
り
企
業

の
歩
む
べ
き
道
筋
を
示
す
。

▽
講
師　

兵
庫
県
立
大
学
経
営
学

部
組
織
経
営
学
科
准
教
授　

立た
つ

本も
と

博
文
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

経
済
課
経

済
係
☎
23
－
4
4
8
0

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

◆
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
「
そ
と
あ
そ
び
広
場
」

　

一
緒
に
外
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▽
内
容　

戸
外
遊
び
、
固
定
遊
具

で
の
遊
び
、
子
育
て
相
談
、
子

育
て
情
報
交
換

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

子
育
て
総

合
セ
ン
タ
ー
☎
24
－
4
6
0
4

◆
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
中
学
生
と
の
育
児
交
流
」

▽
日
時　

10
月
21
日（
金
）午
前
9

時
30
分
〜
11
時
40
分

▽
場
所　

竹
野
中
学
校
武
道
室

（
竹
野
町
竹
野
）

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▽
内
容　

中
学
生
が
乳
幼
児
の
身

体
測
定
を
行
っ
た
り
、
一
緒
に

遊
び
ま
す
。

▽
申
込
期
間　

10
月
4
日（
火
）〜

18
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

竹
野
子
育

て
セ
ン
タ
ー
☎
47
－
2
0
3
0

家
庭
教
育
支
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
事
業

「
子
ど
も
の
発
達
と
生
活
リ
ズ
ム

講
演
会
」

　

台
風
の
た
め
、
延
期
し
て
い
た

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
9
日（
日
）

・
午
前
の
部（
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
）

・
午
後
の
部（
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
）

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ

っ
と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

〜
守
ろ
う
1
8
0
0
0
0
の

ひ
と
み
〜
目
の
愛
護
デ
ー
講
演
会

　

10
月
10
日（
月
・
祝
）は
、
目
の

愛
護
デ
ー
で
す
。
こ
の
機
会
に
大

切
な
目
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
日
時　

10
月
2
日（
日
）午
後
1

時
〜
4
時

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ

っ
と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

▽
内
容　
「
ず
っ
と
見
る
た
め
に
」

○
講
演（
演
題
・
講
師
）

・「
見
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
な
い
」

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
視
能
訓
練

士　

美
濃
清
香
さ
ん

・「
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
白
内

障
」　

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
医

師　

飯
田
悠
人
さ
ん

・「
目
の
手
術
に
つ
い
て
」　

日
高

医
療
セ
ン
タ
ー
眼
科
セ
ン
タ
ー

長　

倉く
ら

員か
ず

敏
明
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

※
講
演
終
了
後
、医
師
に
よ
る
無
料

の
目
の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

健
康
増
進
課

　

☎
24
－
1
1
2
7

▽
講
師　

和
洋
女
子
大
学
教
授　

鈴
木
み
ゆ
き
さ
ん

▽
問
合
せ　

こ
ど
も
育
成
課　

　

☎
29
－
0
0
5
3

地域 日時 場所

豊岡

10月５日（水）10：15〜 しばっこ広場（アイティ7階）
10月７日（金）10：15〜 総合体育館　芝生広場
10月13日（木）10：15〜 但馬空港　芝生公園
10月21日（金）10：15〜 コウノトリの郷公園
10月24日（月）13：30〜 しばっこ広場（アイティ7階）
10月26日（水）13：30〜 しばっこ広場（アイティ7階）
10月27日（木）10：15〜 しばっこ広場（アイティ7階）
10月31日（月）13：30〜 しばっこ広場（アイティ7階）

※雨天および悪天候の場合は、中止します。

も
の
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
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竹
野
南
里
山
の
会　

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
大
会

第
44
回
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

1
部
リ
ー
グ
第
10
節
豊
岡
大
会

▽
日
時　

11
月
6
日（
日
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
1
時（
受
付
午

前
9
時
〜
）※
雨
天
決
行

▽
場
所　

竹
野
南
森
林
公
園（
竹

野
町
森
本
）

※
受
付
は
、
竹
野
南
地
区
公
民
館

（
竹
野
町
森
本
）

▽
内
容　

森
林
内
を
ク
イ
ズ
形
式

で
散
策
す
る
ゲ
ー
ム
大
会
。

※
入
賞
者
に
は
、
豪
華
賞
品
が
あ

り
ま
す
。

▽
参
加
費　

千
円（
中
学
生
以
下

5
0
0
円
）

▽
定
員　

30
人（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴

▽
持
ち
物　

軍
手
、
タ
オ
ル
、
雨

具
、
筆
記
用
具

※
昼
食
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
調

理
し
ま
す
。食
材
は
用
意
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

10
月
20
日（
木
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

竹
野
総
合

支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21
－
9
0
7
3

　

世
界
一
競
技
レ
ベ
ル
の
高
い

リ
ー
グ
と
い
わ
れ
る「
第
44
回
日

本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
1
部
リ
ー

グ
」を
誘
致
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

○
第
1
日　

10
月
22
日（
土
）

・
午
前
10
時
30
分
〜　

Hホ

ン

ダ

o
n
d
a 

V
S
豊
田
自
動
織
機

・
午
後
1
時
〜　

太
陽
誘
電
V
S

シ
オ
ノ
ギ
製
薬

○
第
2
日　

10
月

23
日（
日
）

・
午
前
10
時
30
分
〜　

豊
田
自
動

織
機
V
S
太
陽
誘
電

・
午
後
1
時
〜　

Hホ

ン

ダ

o
n
da
V
S

シ
オ
ノ
ギ
製
薬

▽
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム（
日

高
町
名
色
）

▽
入
場
料

・
前
売
券　

一
般
千
円
、
中
学
・

高
校
生
6
0
0
円

・
当
日
券　

一
般
1
2
0
0
円
、

中
学
・
高
校
生

8
0
0
円

※
前
売
券
は
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
、

各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
、
市
内
体
育
施
設
な

ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
1
部
リ
ー
グ
豊
岡
大
会
実
行

委
員
会（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

　

☎
21
－
9
0
2
3

FAX 

24
－
4
6
6
9

種　目 開催日 開始時間 会　場
 ゲートボール ９月26日（月） ９：00 県立但馬ドーム
 グラウンドゴルフ 10月１日（土） ９：20 円山川運動公園
 テニス（ダブルス） 10月１日（土） 17：30 神美台スポーツ公園
 少林寺拳法 10月２日（日） ９：00 出石中学校柔剣道場
 バスケットボール（ミニバスの部） 10月２日（日） ９：00 総合体育館
 太極拳 10月２日（日） 13：30 市民体育館
 卓球 10月８日（土） ９：00 総合体育館
 バスケットボール（一般、中学生の部） 10月９日（日） ９：00 総合体育館
 空手道 10月９日（日） ９：00 市民体育館
 水泳 10月９日（日） 13：00 ウェルストーク豊岡
 剣道 10月10日（月・祝） ８：30 日高文化体育館
 テニス（シングルス） 10月10日（月・祝） ９：00 神美台スポーツ公園
 家庭婦人バレーボール 10月10日（月・祝） ９：00 総合体育館
 男子家庭バレーボール 10月23日（日） ９：00 市民体育館
 ソフトボール 11月６日（日） ９：00 但東中学校
※バドミントン（９月23日、総合体育館）、柔道（９月25日、豊岡高等学校格技場）、陸上競技（９月25日、豊

岡総合スポーツセンター）は実施済

「とよおかスポーツフェスティバル2011」第５回豊岡市種目別競技大会
　市と市体育協会では、体育の日前後１カ月をスポ−ツフェスティバル月間と位置付け、卓球やテニスなどの種
目別大会を市内各会場で開催します。《問合せ》豊岡市体育協会事務局（スポーツ振興課内）☎21−9023



広報とよおか　2011.9.2529

青
少
年
健
全
育
成
大
会　

「
命
の
授
業
〜
今
の
幸
せ
に
気
づ

く
こ
と
か
ら
夢
は
ひ
ろ
が
る
〜
」

腰こ
し

塚づ
か

勇は
や

人と

さ
ん
講
演
会

第
55
回
企
画
展

但
東
と
モ
ン
ゴ
ル
と
の
交
流

〜
シ
ル
ク
が
結
ぶ
25
年
〜

▽
会
期　

平
成
24
年
1
月
17
日

（
火
）ま
で

　

ス
キ
ー
の
事
故
で「
一
生
、
寝

た
き
り
」と
宣
告
さ
れ
た
腰
塚
さ

ん
は
、
家
族
な
ど
の
応
援
と
懸
命

な
リ
ハ
ビ
リ
で
奇
跡
的
に
回
復
し
、

職
場
復
帰
し
ま
し
た
。

　
「
命
の
大
切
さ
」、「
両
親
・
家

族
・
仲
間
の
大
切
さ
」な
ど
、
普

段
の
生
活
の
中
で
当
た
り
前
に
感

じ
、
忘
れ
か
け
て
い
る
幸
せ
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

10
月
19
日（
水
）午
後
7

時
〜
9
時

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ

っ
と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
青
少
年
健
全

育
成
会
議
連
絡
会
事
務
局
・
豊
岡

市
子
ど
も
と
心
で
つ
な
が
る
市

民
運
動
推
進
協
議
会
事
務
局（
生

涯
学
習
課
内
）☎
23
－
0
3
4
1

Tタ
ジ

マ

ド

ー

ム

A
J
I
M
A
D
O
M
E
キ
ッ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
1

〜
秋
物
語
〜

▽
日
時　

10
月
16
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
4
時

▽
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム　

多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
芝
生
グ
ラ

ウ
ン
ド（
日
高
町
名
色
）

▽
内
容

※
開
館
時
間
は
、
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
5
時（
入
館
は
午
後
4

時
30
分
ま
で
）

※
毎
週
水
曜
日（
11
月
23
日
を
除

く
）、
12
月
28
日（
水
）〜
1
月

4
日（
水
）は
休
館

▽
場
所　

日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族

博
物
館　

企
画
展
示
室（
但
東

町
中
山
）

▽
内
容　

旧
但
東
町
か
ら
続
い
て

い
る
モ
ン
ゴ
ル
と
の
交
流
の
き

っ
か
け
や
25
年
間
の
歩
み
を
年

表
や
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

▽
入
館
料　

一
般
5
0
0
円（
65

歳
以
上
2
5
0
円
）、
高
校
・

大
学
生
3
0
0
円
、
小
・
中
学

生
2
0
0
円

※
小
・
中
学
生
は
、
コ
コ
ロ
ン
カ

ー
ド
提
示
で
無
料

▽
問
合
せ　

日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民

族
博
物
館
☎
56
－
1
0
0
0

○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　

ジ
ェ
ッ
ト
風
船
発
射

　

Hハ

ッ

ピ

ー

A
P
P
Y　

H
ハ

ロ

ウ

ィ

A
L
L
O
W 

E
ンE

N
〜
お
菓
子
を
く
れ
な
き

ゃ
い
た
ず
ら
し
ち
ゃ
う
ぞ
！
〜

（
制
限
時
間
内
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
探
し
出
す
）

・
キ
ッ
ズ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会

※
10
団
体
程
度
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
の
ぶ
り
ん
と
く
み
ち
ゃ
ん
の

歌
っ
て
遊
ぼ
う
!!

（
元
N
H
K
教
育

テ
レ
ビ
の
体
操
の

お
兄
さ
ん
と
歌
の

お
姉
さ
ん
に
よ
る
、

歌
や
手
遊
び
、
体
操
な
ど
）

・
は
な
か
っ
ぱ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

　

午
前
11
時
〜
、
午
後
1
時
〜

○
車
乗
り
入
れ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

※
70
ブ
ー
ス
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
ち
び
っ
子
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

※
30
組
程
度（
小
学
生
以
下
の
子

ど
も
と
保
護
者
）募
集
し
て
い

ま
す
。

○
ミ
ニ
S
L
走
行
コ
ー
ナ
ー

　

午
前
10
時
〜
、
午
後
2
時
〜　

○
ス
ポ
ー
ツ
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
体
験

コ
ー
ナ
ー（
ロ
ー
プ
を
使
っ
た

木
登
り
体
験
）

・
対
象　

5
歳
以
上
の
方（
小
学

生
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

・
参
加
費　

5
0
0
円

○
あ
そ
び
な
が
ら
栄
養
学
を
学
ぼ

う
！
栄
養
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

○
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
体
験
コ

ー
ナ
ー（
滑
走
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

親
子
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
教

室
）

○
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
体
験
コ
ー
ナ
ー

○
フ
リ
ス
ビ
ー
ド
ッ
グ
公
式
選

手
権
in
但
イ
ン

馬
ド
ー
ム（
10
月
15

日
・
16
日
開
催
）

○
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

　
（
ふ
あ
ふ
あ
遊
具
な
ど
の
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
用
品
を
設
置
）

○
食
べ
歩
き
コ
ー
ナ
ー（
地
元
但

馬
の
特
産
物
な
ど
の
販
売
）

▽
問
合
せ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

☎
45
－
1
9
0
0

FAX 

45
－
1
9
0
1

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http

：//w
w

w
.tajim

adom
e.jp

▽
日
時
・
場
所

○
10
月
19
日（
水
）午
後
1
時
30
分

〜
・
じ
ば
さ
ん
但
馬　

2
階　

多
目
的
ホ
ー
ル（
大
磯
町
）

○
10
月
20
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
・
新
温
泉
町
浜
坂
多
目
的
集

会
施
設（
新
温
泉
町
）

▽
問
合
せ　

豊
岡
税
務
署
法
人
課

税
第
1
部
門
☎
22
－
2
1
5
9

改
正
法
人
税
等
説
明
会　
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第
33
回
日
高
文
化
協
会
文
化
祭

▽
日
時　

10
月
16
日（
日
）午
後
1

時
〜

▽
場
所　

日
高
文
化
体
育
館　

大

ホ
ー
ル（
日
高
町
祢に

ょ
う布

）

▽
内
容　

合
唱
、
吟ぎ

ん

詠え
い

、
民
謡
、

筝そ
う

曲
、
大
正
琴
、
舞
踊
、
津
軽

三
味
線
な
ど

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
日
高
文
化
協

会
事
務
局（
日
高
文
化
体
育
館

内
）☎
42
－
2
5
0
5

募　

集

市
立
体
育
施
設
の

指
定
管
理
者
募
集

▽
募
集
施
設　

日
高
文
化
体
育
館
、

神
鍋
野
外
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
但

東
中
央
体
育
館
、
但
東
ス
ポ
ー

ツ
公
園

▽
業
務
内
容　

市
立
体
育
施
設
の

管
理
運
営

▽
指
定
期
間　

平
成
24
年
4
月
1

日
〜
平
成
29
年
3
月
31
日（
予
定
）

▽
そ
の
他　

事
前
説
明
会
や
募
集

期
間
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓
口
で
確
認

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
☎
21
－
9
0
2
3

保
育
園
体
験
入
園
の
募
集

▽
日
時　

10
月
24
日（
月
）〜
28
日

（
金
）午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
対
象　

0
〜
5
歳
児
と
保
護
者

▽
体
験
料　

1
日
2
0
0
円（
幼

児
の
み
給
食
体
験
有
）

▽
申
込
方
法　

保
育
園
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

希
望
す
る
園
に
持
参
く
だ
さ
い
。

ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
の

指
定
管
理
者
募
集

▽
募
集
施
設　

ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸

島
湿
地（
城
崎
町
今
津
）

▽
業
務
内
容　

城
崎
町
戸
島
の
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
拠
点
と
な
る

大
型
湿
地
の
管
理
な
ど（
管
理

棟
、
観
察
棟
を
含
む
）

▽
指
定
期
間　

平
成
24
年
4
月
1

日
〜
平
成
27
年
3
月
31
日（
予
定
）

▽
募
集
要
項
配
布
期
限　

10
月
14

日（
金
）

※
募
集
要
項
な
ど
は
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
共
生
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
期
間　

10
月
7
日（
金
）〜

14
日（
金
）

◆
現
地
説
明
会

・
日
時　

9
月
30
日（
金
）　

午
後

1
時
30
分
〜

▽
そ
の
他　

詳
細
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
共
生
課
☎
21
－
9
0
1
7

城
崎
温
泉
区
営
浴
場（
外
湯
）

業
務
委
託
者
募
集

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
通
勤

可
能
な
62
歳
以
下
の
健
康
な
方

▽
業
務
内
容　

外
湯
接
客
お
よ
び

管
理
業
務
な
ど

▽
募
集
数　

1
組（
男
性
1
人
、女

性
1
人
の
合
計
2
人
で
1
組
で
す
）

▽
委
託
料　

月
額
約
50
万
円（
浴

場
・
時
間
帯
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

▽
委
託
期
間　

12
月
〜
平
成
26
年

3
月（
予
定
）（
契
約
更
新
も
あ

り
）

▽
申
込
方
法　

城
崎
総
合
支
所
温

泉
課
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
期
間　

9
月
26
日（
月
）〜

10
月
14
日（
金
）午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
く
）

▽
問
合
せ　

城
崎
総
合
支
所
温
泉

課（
さ
と
の
湯
内
）

　

☎
32
－
0
1
1
7

豊
岡
市
臨
時
職
員
募
集

▽
職
種
・
募
集
人
数　

ボ
イ
ラ
ー

技
士
・
3
人

▽
勤
務
場
所　

五
荘
・
新
田
小
学

校
、豊
岡
南
中
学
校
の
い
ず
れ
か

▽
職
務
内
容　

小
・
中
学
校
の
ボ

イ
ラ
ー
の
運
転
・
管
理

▽
受
験
資
格　

ボ
イ
ラ
ー
技
士
免

許
2
級
以
上
の
資
格
取
得
者（
危

険
物
取
扱
者
免
許
が
あ
れ
ば
、

な
お
良
い
）

▽
勤
務
条
件　

○
賃
金
…
日
額
8
千
円

○
勤
務
日
…
週
5
日（
38
時
間
45
分
）

○
休
日
…
週
休
2
日（
土
・
日
曜
日
）

※
休
日
に
行
事
が
あ
っ
た
場
合
は

平
日
と
振
り
替
え
ま
す
。

▽
採
用
期
間　

11
月
18
日（
金
）〜

園名 定員 電話番号
こくふ保育園 ３組 42−1717
八代保育園 ３組 42−1731
蓼川保育園 ３組 42−0169
蓼川第二保育園 ４組 42−1122
静修保育園 ３組 42−1056
三方保育園 ２組 44−0610
清滝保育園 ３組 45−0450
西気保育園 ３組 45−0152
※定員になり次第締め切ります。

▽
申
込
期
限　

10
月
11
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

各
保
育
園
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平
成
24
年
3
月
23
日（
金
）（
予
定
）

※
採
用
開
始
日
は
、
気
候
に
よ
り

早
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
冬
休
み
期
間
中
は
勤
務
が
あ
り

ま
せ
ん
。

※
更
新
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
申
込
方
法　

職
員
課
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
と
危
険
物

取
扱
者
免
許（
取
得
者
の
み
）の

写
し
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
期
限　

10
月
14
日（
金
）必

着（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

▽
そ
の
他　

選
考
試
験
は
10
月
21

日（
金
）を
予
定

※
採
用
者
は
、
健
診
結
果
な
ど
の

写
し
を
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

職
員
課
人

事
係
☎
23
－
1
3
2
6

平
成
23
年
度
豊
岡
市
成
人
式

実
行
委
員
募
集

但
馬
技
術
大
学
校

平
成
24
年
度
学
生
募
集

▽
募
集
学
科
・
人
数

・
機
械
制
御
工
学
科　

20
人

・
建
築
工
学
科　
　
　

20
人

・
情
報
工
学
科　
　
　

20
人

・
自
動
車
工
学
科　
　

30
人

▽
試
験
区
分　

推
薦
入
校
試
験

▽
対
象　

高
等
学
校
卒
業
見
込
者

（
高
等
学
校
長
の
推
薦
要
）

▽
試
験
日　

10
月
22
日（
土
）

▽
場
所　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

▽
試
験
科
目　

面
接

▽
出
願
方
法　

指
定
の
願
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
信
用

封
筒
を
添
え
て
持
参
ま
た
は
郵

　

送（
簡
易
書
留
）く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
1
月
8
日（
日
）に
開

催
す
る「
平
成
23
年
度
成
人
式
」の

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

新
成
人
の
代
表
と
し
て
、
一
生

の
思
い
出
と
な
る
成
人
式
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

平
成
3
年
4
月
2
日
〜

平
成
4
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

方
▽
内
容　

式
典
進
行（
司
会
、
ピ

ア
ノ
伴
奏
な
ど
）、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
企
画
運
営

▽
定
員　

10
人
程
度

▽
そ
の
他　

成
人
式
の
詳
細
は
、

10
月
25
日
発
行
の
市
広
報
紙
に

掲
載
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習

課
☎
23
－
0
3
4
1

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

shougaigakushuu@
city.

toyooka.lg.jp

▽
募
集
期
間　

10
月
3
日（
月
）〜

14
日（
金
）必
着

※
一
般
入
校
試
験
は
、
11
月
26
日

（
土
）に
行
い
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
但
馬

技
術
大
学
校
入
校
試
験
事
務
局

（
〒
6
6
8
－
0
0
5
1　

九
日

市
上
町
6
6
0
－
5
）

　

☎
24
－
2
2
3
3

近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学

　

附
属
幼
稚
園

平
成
24
年
度
園
児
募
集

▽
募
集
人
員　

・
3
歳
児（
平
成
20
年
4
月
2
日

〜
平
成
21
年
4
月
1
日
に
生
ま

れ
た
方
）　

30
人

・
4
歳
児（
平
成
19
年
4
月
2
日

〜
平
成
20
年
4
月
1
日
に
生
ま

れ
た
方
）　

若
干
名

▽
出
願
期
間　

10
月
19
日（
水
）〜

21
日（
金
）必
着

※
受
付
は
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▽
面
接
日　

11
月
12
日（
土
）

▽
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持

参
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

・
日
時　

10
月
13
日（
木
）午
前

9
時
〜
午
後
2
時
・
14
日（
金
）

午
前
9
時
〜
午
後
2
時
・
15
日

（
土
）午
前
9
時
〜
11
時
30
分

※
時
間
内
に
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◆
入
園
説
明
会

・
日
時　

10
月
15
日（
土
）午
前
10

時
30
分
〜

・
場
所　

同
園
遊
戯
室

・
対
象　

未
就
園
児
保
護
者

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

近
畿
大
学

豊
岡
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園（
〒
6 

6
8
－
8
5
8
0　

戸
牧
1
6
0
）

　

☎
22
－
6
3
6
0

県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院

平
成
24
年
度
学
院
生
募
集

▽
募
集
科
目　

も
の
づ
く
り
科
、

ビ
ジ
ネ
ス
事
務
科
、
ビ
ジ
ュ
ア

ル
デ
ザ
イ
ン
科
、
情
報
サ
ー
ビ

ス
科

▽
定
員　

各
科
10
人

▽
訓
練
期
間　

1
年

▽
申
込
方
法　

応
募
書
類
を
豊
岡

　

公
共
職
業
安
定
所
に
提
出
く
だ

さ
い（
応
募
書
類
は
職
業
安
定

所
に
あ
り
ま
す
）。

▽
申
込
期
間　

9
月
26
日（
月
）〜

11
月
2
日（
水
）

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
立
障
害
者
高

等
技
術
専
門
学
院

　

☎
0
7
8
－
9
2
7
－
3
2
3
0
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特
別
医
療
法
人
敬
愛
会

精
神
障
害
者
生
活
訓
練
施
設

　
　

ほ
お
ず
き
寮準

職
員
募
集

▽
募
集
職
種
・
人
数　

○
支
援
員（
世
話
人
）・
4
人
程
度

○
宿
直
員
・
3
人
程
度

▽
応
募
資
格　

い
ず
れ
も
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
に
理
解
の
あ
る

お
お
む
ね
65
歳
以
下
の
方

▽
雇
用
期
間　

1
年
間（
更
新
有
）

▽
雇
用
条
件

○
支
援
員（
世
話
人
）

・
賃
金
形
態　

時
間
給
制

・
就
業
時
間　

午
前
7
時
〜
午
後

　

9
時
の
う
ち
2
〜
7
時
間
30
分

（
週
27
時
間
程
度
）

・
休
日　

4
日
に
1
日
程
度

○
宿
直
員

・
賃
金
形
態　

日
給
制

・
就
業
時
間　

午
後
5
時
〜
翌
日

午
前
8
時
30
分（
月
10
〜
15
日

程
度
）

・
休
日　

月
15
〜
20
日
程
度　

▽
試
験
日　

10
月
中
・
下
旬

※
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

▽
試
験
場
所　

生
活
訓
練
施
設　

ほ
お
ず
き
寮

▽
選
考
方
法　

面
接

▽
採
用
予
定
日　

平
成
24
年
3
月

16
日

▽
申
込
方
法　

履
歴
書（
写
真
貼

付
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

持
参
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

9
月
26
日（
月
）〜

10
月
11
日（
火
）午
前
9
時
〜
午

後
5
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
訓
練

施
設
ほ
お
ず
き
寮（
〒
6
6
8

－
0
0
6
5　

戸
牧
1
5
1
0

－
6
）☎
29
－
1
7
1
7

（
財
）た
ん
し
ん
地
域
振
興
基
金

平
成
24
年
度
助
成
金

交
付
団
体
募
集

　

但
馬
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
や
産
業
活
性
化
の
活
動
に
取
り

組
む
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、

助
成
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象　

平
成
24
年
4
月
か
ら
平

成
25
年
3
月
ま
で
に
、
但
馬
地

域
で
実
施
す
る
事
業
で
、
営
利

を
目
的
と
し
な
い
次
の
事
業

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動（
文
化
芸
術
の

振
興
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
、
社
会
福

祉
の
向
上
、
自
然

環
境
保
護
な
ど
）

・
産
業
活
性
化
の
活
動（
産
業
技

術
の
研
究
開
発
、
商
業
・
観
光

業
の
振
興
、異
業
種
交
流
な
ど
）

▽
申
込
期
限　

平
成
24
年
1
月
31

日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
（
財
）た
ん

し
ん
地
域
振
興
基
金
事
務
局（
但

馬
信
用
金
庫
本
店
内
）

　

☎
23
－
1
2
0
0

N
H
K
学
園

平
成
23
年
度
後
期
入
学
生
募
集

▽
募
集
内
容　

通
信
制
高
等
学
校

普
通
科
後
期
入
学
生

▽
対
象　

中
学
校
を
卒
業
し
た
後
、

高
等
学
校
に

入
学
し
て
い

な
い
方
、
高

等
学
校
を
途

中
退
学
し
た
方
、
ま
た
は
高
等

学
校
に
在
籍
中
の
方

▽
履
修
期
間　

3
年
間

▽
申
込
方
法　

請
求
し
た
入
学
案

内
書
と
願
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
送
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

10
月
20
日（
木
）必

着
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

N
H
K
学

園（
〒
1
8
6
－
8
0
0
1　

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
2
－

36
－
2
）

　

☎
0
4
2
－
5
7
2
－
3
1
5
1

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

平
成
24
年
度

身
体
障
害
者
訓
練
生
募
集

▽
募
集
科
目
・
募
集
人
数

○
1
年
制

・
O
A
シ
ス
テ
ム
科
…
20
人

・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
…
20
人

・
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
…
20
人

・
イ
ン
テ
リ
ア
C
A
D
科
…
15
人

○
6
カ
月
制

・
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

事
務
科
…
15
人

▽
申
込
期
間
・
選
考
日

○
1
年
制
・
6
カ
月
制

・
第
1
回
…
10
月
3
日（
月
）〜
25

日（
火
）・
11
月
9
日（
水
）

・
第
2
回
…
12
月
5
日（
月
）〜
平

成
24
年
1
月
17
日（
火
）・
平
成

24
年
2
月
1
日（
水
）

▽
申
込
方
法　

応
募
書
類
を
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
豊
岡（
寿
町
）に
提
出

く
だ
さ
い（
応
募
書
類
は
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
豊

岡
に
あ
り
ま

す
）。

▽
そ
の
他　

校

内
に
寮
設
備

が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校

　

☎
0
7
2
－
7
8
2
－
3
2
1
0

講
座
・
講
習
・
教
室

豊
岡
市
手
話
通
訳
者
養
成
講
座

　

地
域
で
手
話
通
訳
活
動
を
し
て

い
る
方
や
学
ん
で
い
る
方
を
対
象

に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
22
日（
土
）〜
平
成

24
年
1
月
28
日（
土
）毎
週
土
曜

日
ま
た
は
日
曜
日
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
3
時
30
分（
全
10
回
）

▽
場
所　

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー（
城
南
町
）ま
た
は
市
民
会
館

（
立
野
町
）　

▽
受
講
資
格　

次
の
全
て
の
要
件

に
該
当
す
る
方

・
18
歳
以
上
で
、

地
域
の
手
話

サ
ー
ク
ル
な

ど
で
3
年
以

上
手
話
の
経
験
が
あ
る
方

・
手
話
で
聴
覚
障
害
者
と
日
常
会

話
が
可
能
な
方

・
市
の
登
録
手
話
通
訳
者
と
し
て

活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
方

▽
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代

2
7
0
0
円
が
必
要
）

▽
募
集
人
員　

15
人

▽
申
込
期
限　

10
月
14
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉

課
障
害
福
祉
係
☎
24
－
7
0
3
3
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法
務
局
出
前
講
座

▽
日
時　

10
月
15
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市

民
活
動
室
C
・
D（
大
手
町
）

▽
内
容　

○
第
1
部（
講
演
）

・
公
証
人
に
よ
る「
昨
今
遺
言
事

情
」（
遺
言
事
例

を
基
に
し
た
ト

ラ
ブ
ル
回
避
方

法
な
ど
）

・
法
務
局
職
員
に

よ
る「
法
務
局
と
相
続
登
記
」

（
法
務
局
の
概
要
、
相
続
登
記

の
申
請
方
法
な
ど
）

○
第
2
部（
各
種
相
談
お
よ
び
人

権
相
談
）

・
公
証
人
、
法
務
局
職
員
に
よ
る

個
別
相
談

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

50
人
程
度（
先
着
順
）

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

神
戸
地
方
法
務
局
豊

岡
支
局
総
務
係
☎
23
－
0
4
1
7

▽
種
別　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▽
日
時　

10
月
23
日（
日
）午
前
9

普
通
救
命
講
習
会

時
〜
正
午

▽
場
所　

消
防
本
部（
昭
和
町
）

▽
内
容　

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇

生
法
、
Aエ

ー
イ
ー
デ
ィ
ー

E
D

（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）の

使
用
方
法
、
大

出
血
時
の
止
血

法
、
窒
息
時
の
処
置

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

20
人

▽
申
込
方
法　

豊
岡
消
防
署
、
各

分
署
、
出
張
所
、
駐
在
所
に
あ

る
所
定
の
申
込
用
紙（
消
防
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
）

に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持

参
、
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

10
月
20
日（
木
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
消
防

署
救
急
係（
〒
6
6
8
－
0
0 

5
5　

昭
和
町
4
－
33
）

　

☎
24
－
8
0
3
8

FAX 

24
－
1
2
7
8

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http

：//119.city.toyooka.lg.jp

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

shobo-keibo@
city.

　
　
　
　
　
　

toyooka.lg.jp

ほ
の
ぼ
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
簡
単
で
す
ぐ
に
で
き
る
栄

養
改
善
の
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

第
83
回
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
離
乳
食
教
室
」

▽
日
時　

10
月
18
日（
火
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分（
受
付
は
午
前

9
時
45
分
〜
）

▽
場
所　

チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保

育
園　

2
階　

子
育
て
支
援
室

（
下
陰
）

▽
対
象　

妊
娠
中
の
方
ま
た
は
乳

児
を
持
つ
保
護
者

▽
内
容　

5
〜
6
カ
月
ご
ろ
ま
た

は
7
〜
8
カ
月
ご
ろ
の
食
事
の

実
習
と
試
食

▽
講
師　

同
保
育
園
栄
養
士　

川

見
朋
子

▽
定
員　

10
組（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

す
り
鉢
、
す
り
こ
ぎ（
離
乳
食

用
）

▽
申
込
期
間　

10
月
3
日（
月
）〜

12
日（
水
）午
前
9
時
〜
午
後
5

時
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

チ
ャ
イ
ル

ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

　

☎
29
－
3
9
0
0

▽
対
象　

65
歳
以
上
で
、
自
分
で

料
理
を
作
る
機
会
が
減
っ
た
方
、

一
人
暮
ら
し
の
方
、
ま
た
は
健

康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

▽
内
容　

健
康
講
話
、
栄
養
実
習

　
（
1
教
室
3
回
コ
ー
ス
）

▽
参
加
費　

1
回
2
0
0
円

▽
定
員　

1
教
室
10
人
程
度（
先

着
順
）

▽
申
込
期
限　

10
月
21
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7

　

FAX 
24
－
9
6
0
5

種目 日程 時間 場所 内容 対象 申込み 問合せ

卓球 10月１日（土） 19：30〜21：30 市民体育館
基 本 技 術 向 上
と 試 合 形 式 に
よる実践練習

どなた
でも

当日、市民
体育館にあ
る参加票に
氏名を記入

吉谷靖弘さん
☎26−1263

なぎなた
10月１日（土） 16：00〜17：30 豊岡小学校

体育館
なぎなた練習 どなた

でも
直接会場に
お越しくだ
さい。

山本厚子さん
☎23−3407

10月３日（月） 19：30〜21：00 日高小学校
体育館

＜問合せ＞スポーツ振興課☎21−9023　

「とよおかスポーツフェスティバル 2011」市民スポーツ教室

会場
日程 城崎地区公民館 竹野南地区公民館 ウェルストーク豊岡

第１回 10月27日（木） 11月10日（木） 11月８日（火）

第２回 11月17日（木） 11月24日（木） 11月29日（火）

第３回 12月８日（木） 12月15日（木） 12月20日（火）

＜会場および日程＞

・上記３カ所から１会場を選択ください。
・時間はいずれも午前10時〜正午です。
※健康ポイント制度対象事業（300ポイント）
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酒
害
教
室

　

木
を
組
み
立
て
、絵
を
描
い
て
イ

ン
テ
リ
ア
用
の
椅
子
を
作
り
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
8
日（
土
）午
前
10

時
30
分
〜
正
午

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗（
祥

雲
寺
）

▽
講
師　

マ
ロ
ニ
エ
の
森
ク
ラ
フ

ト
グ
ル
ー
プ

▽
参
加
費　

9
0
0
円（
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
付
き
）

▽
定
員　

30
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

10
月
7
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
本
舗
☎
37
－
8
2
2
2

ミ
ニ
チ
ュ
ア
・
チ
ェ
ア
ー
木
工
教
室

　

お
酒
を
や
め
ら
れ
な
い
方
な
ど

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
第
1
回

・
日
時　

10
月
6
日（
木
）午
後
3

時
〜
4
時

・
テ
ー
マ　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

と
は
？

・
講
師　

医
師　

伴ば
ん　

敏
信
さ
ん

○
第
2
回

・
日
時　

10
月
13
日（
木
）午
後
3

時
〜
4
時

・
テ
ー
マ　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
治
療
と
回
復

・
講
師　

医
師　

宮
城
祟た

か

史し

さ
ん

○
第
3
回　

・
日
時　

10
月
20
日（
木
）午
後
3

時
〜
4
時

・
テ
ー
マ　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

者
・
家
族
の
心
理

・
講
師　

臨
床
心
理
士　

田
口
久

芳
さ
ん

○
第
4
回

・
日
時　

10
月
27
日（
木
）午
後
3

時
〜
4
時
30
分

・
テ
ー
マ　
「
断
酒
会
・
A
A
会

員
」を
囲
ん
で

・
講
師　

医
師　

高
石
俊し

ゅ
ん

一い
ち

さ
ん

共
通
事
項

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院　

精
神

科
作
業
療
法
室（
戸
牧
）

▽
参
加
費　

無
料

※
申
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

公
立
豊
岡

病
院
組
合
立
豊
岡
病
院
精
神
科

外
来
☎
22
－
6
1
1
1

　

FAX 

24
－
8
2
8
8

▽
日
時　

10
月
15
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

相　

談

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

▽
内
容　

遺
言
、
相
続

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
行
政
書
士
会

但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
－
94
－
0
6
0
6

制　

度

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
制
度

◆
従
業
員
の
個
人
住
民
税
の
特
別

　
　

徴
収
を
実
施
し
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　

事
業
者
の
方
へ

○
個
人
住
民
税
の「
特
別
徴
収
」と

は
、
給
与
を
支
払
う
事
業
者
が
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、

毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
住
民
税

（
市
町
民
税
＋
県
民
税
）を
徴

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
相
談
会

▽
日
時　

10
月
15
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

市
民
会
館　

中
会
議
室

（
立
野
町
）

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

収（
天
引
き
）し
、

住
民
税
の
納
税

義
務
者
で
あ
る

給
与
所
得
者
に

代
わ
っ
て
納
入

す
る
制
度
で
す
。

○
地
方
税
法
第
3
2
1
条
の
4

お
よ
び
各
市
町
の
条
例
に
よ
り
、

給
与
を
支
払
う
事
業
者
は
、
原

則
、全
て
特
別
徴
収
義
務
者
と
し

て
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
21
－
9
0
4
5
ま
た
は
豊
岡

県
税
事
務
所
課
税
第
1
課

　

☎
26
－
3
6
2
8

そ
の
他

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売 

　

市
税
な
ど
の
滞

納
処
分
に
よ
っ
て

差
し
押
さ
え
た
財

産
を
次
の
と
お
り

公
売
し
ま
す
。

▽
公
売
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

を
利
用
し
た
競
り
売
り

▽
参
加
申
込
期
間　

9
月
27
日（
火
）

午
後
1
時
〜
10
月
11
日（
火
）午
後

11
時

▽
競
り
売
り
期
間　

10
月
18
日（
火
）

　

午
後
1
時
〜
10
月
20
日（
木
）午

後
11
時

▽
代
金
納
付
期
限　

10
月
28
日

（
金
）午
後
3
時

▽
公
売
物
件　

2
ト
ン
ダ
ン
プ
な

ど
20
点（
予
定
）

▽
参
加
資
格　

一
部
の
例
外
を
除

き
、
20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば

原
則
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
が
、
公
売
保
証
金
の
納
付
が

必
要
で
す（
公
売
保
証
金
不
要

物
件
を
除
く
）。

▽
参
加
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
か
ら
の
参
加
と
な
り
ま
す

（
9
月
27
日
公
開
予
定
）。

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg_toyooka_city

▽
そ
の
他　

次
の
サ
イ
ト
で
も
公

売
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.

　
　
　
　
　
　
　

yahoo.co.jp/

下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は
、

返
品
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
事

前
に
よ
く
見
て
参
加

く
だ
さ
い
。
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下
見
会
へ
の
参
加
申
込
み
は
不

要
で
す
。

▽
日
時　

10
月
1
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時

▽
場
所　

市
役
所
南
庁
舎　

1
階

　

ロ
ビ
ー

※
大
型
物
件
は
下
見
会
に
展
示
し

ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

税
務
課
収
税
係（
公

売
担
当
）☎
23
－
1
1
1
8

適
正
処
理
困
難
物
の
回
収
斡
旋

事
業
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
豊
岡
清
掃
セ
ン
タ

ー
で
処
理
で
き
な
い
廃
棄
物（
タ

イ
ヤ
、
バ
ッ

テ
リ
ー
、
草

刈
刃
、
農
機

具
な
ど
）を
、

市
内
の
事
業

者
の
協
力
を

得
て
有
料
で

回
収
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
豊
岡
・
竹
野
・
城

崎
地
域
に
会
場
を
設
置
し
ま
す
が
、

ど
な
た
で
も
持
ち
込
み
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
事
業
は
本
年
度
で
終

了
し
ま
す
の
で
、
家
庭
に
眠
っ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
廃
棄
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
利
用
く
だ
さ
い
。

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
水
道
に
未
接
続
の
方
は
、

　
　

一
日
も
早
く
下
水
道
へ

　
　
　
　
　
　
　

接
続
く
だ
さ
い

○
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
…

・
海
や
川
が
美
し
く
な
り
ま
す
。

・
ま
ち
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課

　

☎
23
－
5
3
0
4

▽
実
施
日　

10
月
23
日（
日
）

・
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
環
境
を
子
ど
も
た

ち
に
残
す
の
は
、
私
た
ち
の
責
務

で
す
。

◆
下
水
道
は

       

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
に
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外

の
水
に
溶
け
な
い
紙

や
油
類
・
固
形
物
を

流
す
と
、
下
水
道
管
が
詰
ま
り
ま

す
。
最
近
、
下
水
道
管
が
詰
ま
る

事
故
が
多
発
し
て
お
り
、そ
の
修

理
時
に
は
下
水
道
を
使
用
し
て
い

る
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
気
を
付
け
て
、
下

水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
下
水
に
流
し
て
は
い
け
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
は
…

・
水
に
溶
け
な
い
紙（
テ
ィ
ッ
シ

ュ
ペ
ー
パ
ー
・
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
な
ど
）

・
衛
生
用
品（
生
理
用
品
・
紙
お

む
つ
な
ど
）

・
調
理
の
く
ず
・
食
べ
残
し

・
揚
げ
物
の
残
り
油（
サ
ラ
ダ
油

な
ど
）

・
薬
品
類
・
灯
油
な
ど
油
類

◆
気
を
付
け
て
い
た
け
ど
…

　

も
し
、
下
水
道
管
が
詰
ま
っ
た

り
、
水
洗
便
器
が
故
障
し
た
時
は
、

排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
連
絡
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

下
水
道
課

　

☎
22
－
1
8
0
2

動
力
2
0
0
ボ
ル
ト
用
配
電
盤

の「
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
」は

火
災
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す

　

動
力
2
0
0
ボ
ル
ト
用
配
電
盤

に「
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
」が
取

り
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
、
昭
和

50
年
以
前
に
製
造
さ
れ
た
コ
ン
デ

ン
サ
は
発
火
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
直
ち
に
使
用
を
停
止
し

取
り
換
え
く
だ
さ
い
。

　
「
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
」は
、

精
米
機
や
乾
燥
機
を
使
用
す
る

農
家
の
作
業
場
、
業
務
用
冷
蔵
庫
、

モ
ー
タ
ー
機
器
な
ど
を
使
用
す
る

店
舗
、
作
業
場
、
工
場
な
ど
の
動

力
2
0
0
ボ
ル
ト
用
配
電
盤
に
取

り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

動
力
2
0
0
ボ
ル
ト
電
力
を
使

用
し
て
い
る
方
は
、
電
気
工
事
店

に
確
認
し
、
取
り
換
え（
有
料
）く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
消
防
署
予
防
係

☎
24
－
1
1
1
9

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
10
月
の
日
程
お
よ
び
担
当
医
師

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
1
5
0
円
の
負
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▲低圧進相コンデンサ

地域 場所 時間

豊岡

八条地区公民館（九日市下町） 午前９時〜11時30分
豊岡清掃センター（岩井） 午後１時〜３時30分
下宮会館（下宮） 午前９時〜11時30分
中筋地区公民館（圡渕） 午後１時〜３時30分

城崎 城崎浄化センター（城崎町桃島）午前９時〜正午

竹野
竹野総合支所（竹野町竹野） 午前９時〜正午
竹野南地区公民館（竹野町森本）午後１時〜３時30分

月日 担当医師・
住所

10
月

２日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

23日
（日）

中沢　洋
（出石町）



―日高分館 開館時間変更のお知らせ―
　日高分館では、毎週金曜日のみ午後７時まで開
館していましたが、10月から午後６時までとします。
―工作教室の案内―
　季節を感じ、想像しながらモノづくりを楽しむ
工作教室を毎月行っています。工作の前に読み聞

かせやストーリーテリングを行います。
【10月の工作】　※日時は行事予定をご覧ください。
豊岡本館：ピューピュー虫ぶえ（要申込み）
城崎分館：びゅーんとトンボ
竹野分館：国旗づくり
但東分館：秋の森くまさんのおうちカード

祭りの本
＜ 一 般 ＞

ニッポンありゃまあお祭り紀行
椎名　誠 著（カラット）

　日本全国の奇妙奇天烈な祭りの取
材記録。思わず「ありゃまあ」と言いた
くなる奇祭が紹介され、伝承とともに
古老と若者がつながる地域の力強さ
が伝わってくる。

＜ じ ど う ＞
日本の祭り事典
芳賀日出男 著（汐文社）

　季節ごとの代表的な祭りを写真と文
で紹介。秋の祭りでは、収穫の喜び
を笑いで表現する、その名も「笑い祭」

（和歌山県日高町）などが取り上げら
れています。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

10月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

10月の行事予定

※詳細は、各館へ問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名

1 土 10：30～ 但東 おはなしのもり（秋の森くまさんのおうち
カード）　幼 児

2 日
3 月
4 火 （休館日）

5 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

11：00～ おはなしのゆりかご　乳

6 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん　乳
7 金

8 土

10：10～ 本館 土曜としょかん（ピューピュー虫ぶえ）　 幼 児

10：30～

城崎 おはなしランド（びゅーんとトンボ）　児

竹野 テーマであそぼ！（国旗づくり）
「いってみたいなあんな国こんな国」　 幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児
9 日

10 月 （休館日）
11 火 （休館日）
12 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
13 木
14 金
15 土 15：00～ 但東 切り紙Art　般

16 日 13：20～ 本館 第７回古文書講座（初級）　般

15：00～ 第７回古文書講座（中級）　般
17 月
18 火 （休館日）
19 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
20 木
21 金

22 土 10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

23 日 12：30～ 日高 リサイクル交換会（日高地区公民館）
14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児

24 月
25 火 （休館日）

26 水 10：30～
本館 いっしょにおはなし会　幼

竹野 読書週間特別企画展｢《絆》家族の肖像～没
後30年向田邦子の世界｣（～11/14）　般

27 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳

出石 えほんのとびら　乳 幼

28 金 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
29 土
30 日 10：00～ 出石 リサイクル・ブックフェアin出石
31 月 （休館日）
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10月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料で、どなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所１階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ①ほっとたいむ ３日（月）、27日（木）午前11時～

②おやこふれあいたいむ 31日（月）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所２階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 ２日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（お母さん、きょうだい、祖父母の参加可）
内　容 親子ふれあい遊び

パパと遊ぼうＤ
　 デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

わらべうた＆製作
日　時 12日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽しむわらべうた、折り紙遊び「メロンパンナちゃん」

絵本の読み聞かせ＆折り紙あそび
日　時 ５日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせと季節の折り紙製作

そとあそび広場
日　時 11日（火）、25日（火）午前10時15分～11時30分
場　所 日高町民公園 対　象 乳幼児と保護者
内　容 固定遊具や芝生広場で遊ぶ（雨天中止）

そとあそび広場
日　時 12日（水）、26日（水）午前９時45分～正午
場　所 竹野子育てセンター園庭（雨天時は、センター遊戯室）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 外の遊具で遊びましょう。

こどもの救急セミナー
日　時 29日（土）午前10時～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　20人（一時保育は15人）
講　師 公立豊岡病院総合診療科医師　南　建輔さん
申込期間 17日（月）～27日（木）

制作と手芸にトライ
日　時 ４日（火）・18日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 不思議な動くおもちゃと針を使わないタペストリー

くらしの安全安心講座
日　時 19日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 交通事故防止、消費者被害防止について

絵本の読み聞かせの会
日　時 13日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

おやこっこリズム遊び
日　時 28日（金）午後１時30分～２時30分
対　象 ２歳の幼児と保護者　15組
内　容 親子遊び、リズム遊び、ダンスなど
申込期間 17日（月）～27日（木）

クッキング
日　時 17日（月）午前９時45分～午後１時30分
場　所 五荘地区公民館
対　象 子育て中の保護者　15人（一時保育は15人）
内　容 ご飯とご飯に合うおかず（管理栄養士　田中香代子さん）
申込期間 ３日（月）～13日（木）　　参加費　500円（１家族）

子育て講演会
日　時 12日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ｢絵本はよろこびのゆりかご｣　講師：橋本しげみさん
申込期限 ８日（土）

子育てミニ講話
日　時 27日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 保健師の話　緊急時の対処と予防の話②～かぜ、病気編～

パパと遊ぼうデー｢おまつりごっこ遊び｣
日　時 ８日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ダンボールでおみこしを作り、｢ワッショイ、ワッショイ｣遊びます。

パパと遊ぼうデーおやこっこ運動遊び
日　時 23日（日）午前10時30分～11時45分
対　象 １～２歳の幼児と保護者　20組
講　師 こども育成課　仲義　健
申込期間 ７日（金）～20日（木）

マタニティママ交流広場
日　時 24日（月）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 妊婦
内　容 妊婦同士や先輩ママとの交流、マタニティミニコンサート
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）、栄養士

絵本の読み聞かせと折り紙
日　時 27日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 読み聞かせと折り紙

子育てまつり
日　時 23日（日）午前10時～11時30分
場　所 城崎健康福祉センター
対　象 乳幼児と家族
内　容 バルーンアート、遊びのコーナー、親子制作

10月の子育ち＆親育ち講座
日　時 19日（水）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　20人（一時保育は15人）
内　容 子どもの発達としつけのポイント
申込期間 ７日（金）～17日（月）

おやこっこ遊び
日　時 21日（金）午後１時30分～２時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着30組
内　容 親子遊び、パネルシアターなど
申込期間 ７日（金）～17日（月）

運動遊び（パパと一緒に挑戦しよう）
日　時 ８日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者（パパ、ママどちらでもOK）
講　師 こども育成課　仲義　健

なかよし広場
日　時 26日（水）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）、子育て支援ボランティア

おはなし広場
日　時 １日（土）、８日（土）、15日（土）、22日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

わいわいコーラス
日　時 11日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う。

広報とよおか　2011.9.2537



施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
出石文化会館ひぼこホール（出石町水

むな

上
がい

）
☎52−6222  FAX 53−2131

豊岡市民会館（立野町）
☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館）

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

※一時保育は、原則、１歳半〜就学前の幼児を対象とします。

　10月２日（日）
　　開演14：00（開場13：30）
◇出　演　劇団　道化座
◇入場料　無料　全席自由
　　　　　（整理券が必要）
※整理券は、出石農村環境改善センター（ひぼこホール

前）で配布中（なくなり次第、受付を終了します）。

■ふれあいの祭典事業：ひょうご演劇祭
　モンゴル民話｢スーホーの白い馬｣

　10月９日（日）　開演12：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　アンサンブル豊岡
◇内　容　弦楽器、管楽器の合奏
◇曲　目　小さい秋みつけた、雪、少年時代ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

■第84回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度コンサートを開催しています。

◇日　時　11月17日（木）14：00〜
◇場　所　ほっとステージ
◇内　容　基調講演：平田オリ

ザさん、パネラー：
篠田信子さん･木村
光利さん、中貝市長、
コーディネーター：
吉本光宏さん

◇受講料　無料（整理券が必要）
◇定　員　250人
◇申込期限　定員に達するまで
※整理券は、豊岡市民プラザのほかに市民会館、

ひぼこホール、図書館本館・但東分館、城崎・竹野・
日高地区公民館で配布しています。

■アートスクールⅡ｢地域文化フォーラム｣
　平田オリザ氏の基調講演とパネルディスカッシｮン
　｢地方都市の文化創造−未来の世代のために−｣
　まちと文化について考えてみませ
んか？ともに生きる人と人の共感と
交流から生まれるまちの文化につい
て。日本の文化界のキーパーソン
と語る地方都市の文化ビジョン。

■とよおか・シネマオアシスVOL.6　
　｢小川の辺

ほとり

｣
　藤沢周平原作。家族の愛と絆に
心うたれる今話題の最高傑作！
　10月22日（土）
　　上映14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由　一般1,000円
　　　　　中学生以下500円
　　　　　（友の会会員は900円）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　10月14日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■川井郁子･関西フィルハーモニー管弦楽団
　特別演奏会
　11月23日（水･祝）
　　開演14：30（開場14：00）
◇曲　名　ドヴォルザーク交響曲第９

番｢新世界より｣ほか
◇入場料　指定 3,500円
　　　　　自由　一般3,000円
　　　　　自由　高校生以下1,500円（友の会会員は

指定3,200円、自由 2,700円） 当日は500円増
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　11月14日（月）までに申し込みください。
◇チケット発売中 ◇日　時　11月５日（土）・12日（土）19：00〜

◇場　所　リハーサル室
◇講　師　山口喜大さん、山口剛徳さん
◇受講料　無料　◇定　員　20人
◇申込期間　10月５日（水）から定員に達するまで
※当日参加も可能ですが、できるだけ事前に申し込

みください。

■アートスクールⅡ ｢ストリートダンス入門講座｣
　ロッキン･ポッピン･ヒップホップ･ハウスなど、多
彩なスタイルのダンスを地元ダンス活動家が楽しく
伝授！あなたも挑戦してみませんか？

ⒸT.Aoki_oriza21

◇期　間　10月12日〜12月の水曜日（計９回）午後７
時〜９時

※12月３日（土）午後２時から「交流サロン」で発表
公演を行います。
◇場　所　リハーサル室
◇対　象　高校生以上の方
　　　　　※高校生は保護者の同意が必要です。
◇定　員　10人程度
◇参加費　無料
◇申込期限　10月10日（月・祝）

■｢ドラマリーディング体験講座｣参加者募集
　あなたも戯曲（お芝居の台本）を読んでみませんか。

　11月３日（木・祝）
　　開演13：00
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　無料
◇共　催　兵庫県高校演劇
　　　　　研究会但馬支部

■第７回但馬高校演劇祭
　高校生の若さあふれる舞台
にご期待ください。

▲平田オリザさん

▲吉本光宏さん

撮影：杉全泰

▲平成22年度但馬高校演劇祭
の舞台から
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平成23年9月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

10月の主な行事
OCTOBER

平成23年

₁₇（月）
₁₈（火）ものづくりセミナー（13：30～じばさん但馬）
₁₉（水）青少年健全育成大会「命の授業」腰塚勇人さん講演会（19：00～豊岡市民プラザ）

₂₀（木）
₂₁（金）
₂₂（土）但東子育てセンター収穫祭（サツマイモ掘り）（10：00～但東町相田　サツマイモ畑）

第44回日本女子ソフトボール１部リーグ豊岡大会
（10：30～県立但馬ドーム、～23日）

とよおか・シネマオアシスVOL.６｢小川の辺
ほとり

｣
（14：00～市民会館）

大石りくまつり（豊岡市街地、～23日）

₂₃（日）台風23号メモリアル事業（９：30～豊岡小学校グラウンド）
第18回城崎健康福祉まつり

（10：00～城崎健康福祉センター）
子育てまつり（10：30～城崎健康福祉センター）
とよおか景観フォーラム

（13：30～豊岡市民プラザ）

₂₄（月）マタニティママ交流広場（９：30～豊岡市民プラザ）

₂₅（火）
₂₆（水）なかよし広場（9：30～豊岡市民プラザ）
₂₇（木）子育てミニ講話（10：30～日高子育てセンター）日本・モンゴル民族博物館開館15周年記念

事業｢草原のそよ風｣
（18：30～出石文化会館ひぼこホール）

₂₈（金）
₂₉（土）第６回清潔で明るい町づくり推進大会（13：30～豊岡市民プラザ）

伊藤清永生誕100年記念 第15回伊藤清永子
ども絵画展（伊藤清永美術館、～11月29日）
伊藤清永生誕100年記念 画家のアトリエ展
（伊藤清永美術館、～平成24年２月26日）

₃₀（日）
₃₁（月）

ひ
と
り
ご
と

合　計 男　性 女　性 世帯数
88,345人（－52人） 42,311人（－15人） 46,034人（－37人） 32,476世帯（－1世帯）

₁（土）第24回企画展「戦い―古代の武器・武具―」（但馬国府・国分寺館、～12月６日）
第55回企画展「但東とモンゴルとの交流～
シルクが結ぶ25年～」(日本・モンゴル民族
博物館、～平成24年１月17日)
2011マウンテンバイク大会in神鍋高原

（9：00～神鍋高原特設コース、～2日）

₂（日）パパと遊ぼうD
デ ー

AY！
(10：30～日高子育てセンター)

目の愛護デー講演会（13：00～豊岡市民プラザ）
ひょうご演劇祭モンゴル民話｢スーホーの白
い馬｣（14：00～出石文化会館ひぼこホール）

₃（月）
₄（火）
₅（水）おまわりさんと一緒に交通安全(10：30～城崎子育てセンター)

₆（木）
₇（金）
₈（土）パパと遊ぼうデー(10：30～出石子育てセンター)

₉（日）「子どもの発達と生活リズム」講演会(10：00～、13：30～豊岡市民プラザ)
第84回サロンコンサート

（12：30～豊岡市民プラザ）

₁₀（月）体育の日とよおかスポーツフェスティバル2011
（９：30～県立但馬ドームなど）

₁₁（火）
₁₂（水）
₁₃（木）
₁₄（金）加藤美代三画伯白寿記念展(９：00～総合体育館、～16日)

₁₅（土）
₁₆（日）竹野駅伝競走大会（８：30～たけのこうえん）田んぼの学校（９：30～コウノトリ文化館周辺）

T
タ ジ マ ド ー ム

AJIMADOMEキッズフェスティバル2011
～秋物語～（10：00～県立但馬ドーム）

▼
今
わ
が
家
の
休
日
の
楽
し
み
は｢

市

内
巡
り｣

。年
の
離
れ
た
末
っ
子
を
連
れ
、

の
ん
び
り
過
ご
す
至
福
の
時
。
イ
ベ

ン
ト
参
加
や
観
光
地
で
の
買
い
物
、特

産
品
を
味
わ
っ
た
り
と
今
し
か
で
き

な
い
時
間
の
共
有
を
満
喫
し
て
い
ま

す
。季
節
の
移
り
変
わ
り
に
も
感
謝
。 Ⓣ
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日高地域を巡る

栃本
の溶岩瘤

こぶ

神鍋山及び神鍋山溶岩流

隆国寺石垣

神鍋遺跡

栃が谷平のアスナロ群生
天
てん

神
じん

社
じゃ

のトチノキ 万
まん

劫
ごう

の大カツラ

但馬国分寺

　日高地域は西に中国山地を頂き、東に円山川が流れ、その流域に国府平野が広がる自然豊かな地
域です。その自然と地形を生かした文化財が多くあるのが特徴です。

【表紙写真】９月11日、三江小学校・幼稚園の秋季大運動会が三江小学校グラウンドで開催されました。今年は、保護者や地
域の方の協力で校園庭が芝生化された初めての運動会。児童・園児らは、色鮮やかな緑のじゅうたんの上で、伸び伸びと練
習の成果を発揮していました。

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160

「日高の文化財」

歴史 探訪
～文化財を巡る～27

▲稲穂が広がる国府平野

▲神鍋溶岩が露出する稲葉川

▲垣
かき

屋
や

越
えっ

中
ちゅう

守
のかみ

家の居城 宵田城跡※太字で記載している箇所は、これまでに紹介した文化財です。


